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日程第 ３ 議案第４９号 和束町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運 

             営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 

日程第 ４ 議案第５０号 和束町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を 

             定める条例の一部を改正する条例 

日程第 ５ 議案第５１号 過疎地域における和束町税条例の特例に関する条例の制 

             定について 

日程第 ６ 議案第５２号 和束町国民健康保険条例の一部を改正する条例 

日程第 ７ 議案第５３号 和束町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

日程第 ８ 議案第５４号 令和３年度和束町一般会計補正予算（第５号） 

      議案第５５号 令和３年度和束町国民健康保険特別会計補正予算（第２ 

             号） 

      議案第５６号 令和３年度和束町簡易水道事業特別会計補正予算（第２ 

             号） 

      議案第５７号 令和３年度和束町介護保険特別会計補正予算（第３号） 

日程第 ９ 発議第 ９号 介護施設利用者の「補足給付」制度見直しの中止を求め 

             る意見書 

日程第１０ 発議第１０号 気候危機打開への真剣な取り組みを求める意見書 

日程第１１ 発議第１１号 新型コロナ経済対策の改善を求める意見書 

日程第１２ 委員会の閉会中の継続審査・調査について 

 



― 4 ― 

午前９時３０分開会 

○議長（岡田泰正君） 

 皆さん、おはようございます。本日は御苦労さまです。 

 ただいまから、令和３年和束町議会第４回定例会を再開いたします。 

 本日、農村振興課長の代理として、宮嶋係長の議場への入場を許可しておりますの

で、御承知おきください。 

 本日の会議を開きます。 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、４番村山一彦議員、５番吉

田哲也議員を指名いたします。 

 以上の両議員に差し支えのある場合には、次の議席の議員にお願いをいたします。 

 日程第２、諸般の報告を行います。 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 皆さん、おはようございます。 

 去る１２月１２日に湯船地内において、ツキノワグマ１頭がイノシシのおりで捕獲

された件につきまして、その後の状況につきまして報告をさせていただきます。 

 １２月１５日の本定例会におきまして、現場からツキノワグマは１歳ぐらいのオス

であったと報告しましたが、再度、京都府で確認された結果、４歳のメスであったこ

とが分かりましたので、訂正させていただきます。 

 京都府と和束町では、１３日(月)にツキノワグマと確認されてから、京都府におき

ましてクマを保護していただく施設や関係機関に連絡を取り、調整をしてもらってお

りましたが、保護先が見つからなかったため、京都府の方針によりまして、１７日

(金)に山に戻されました。 

 山に戻した理由につきましては、ツキノワグマが誤ってイノシシのおりに入ったも
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のであり、鳥獣保護管理法・京都府の指針に基づいて行われたものであります。 

 住民への周知につきましては、防災行政無線により同日に連絡放送をさせていただ

いたところでございます。 

 この間でございますが、小西議員には、地元区長として、また猟友会の支部長とし

て、餌とか立ち会っていただいて、本当にいろいろご苦労をおかけいたしましたが、

この場を借りましてお礼を申し上げさせていただきたいと思います。 

 今後も京都府と連携いたしまして情報共有に努め、周知が必要な情報は防災行政無

線、ホームページにお知らせをさせていただきますので、ご理解いただきますようよ

ろしくお願い申し上げます。 

 以上、諸般の報告とさせていただきます。 

 ありがとうございます。 

○議長（岡田泰正君） 

 議長のほうから１件ご報告を申し上げます。 

 和束町商工会会長、井上勝司氏から商工会に対する財政援助の強化について要望書

が出されております。 

 以上で報告を終わります。 

 日程第３、議案第４９号 和束町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運

営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例を議題といたします。 

 提案理由及び議案の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 議案第４９号の提案理由を申し上げます。 

 子ども・子育て支援法第３４条第３項に基づく、「特定教育・保育施設及び特定地

域型保育事業の運営に関する基準」が改正されたことに伴い、同法第３４条第２項に

基づき、市町村の条例改正が必要となったので、「和束町特定教育・保育施設及び特
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定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例」の所要の

改正をいたしたく、ここに提案をさせていただいた次第であります。 

 慎重審議の上、御承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（岡田泰正君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 

 おはようございます。 

 それでは、私から、議案第４９号の説明をさせていただきます。 

 議案書のほうをよろしくお願いいたします。 

 議案第４９号 

      和束町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営 

      に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 

 上記議案を提出する。 

                          令和３年１２月２１日提出 

                          和 束 町 長   堀  忠 雄 

 ２枚おめくりいただきまして、資料Ｎｏ.４９のほうに新旧対照表のほうを載せて

おります。 

 さらにこちらから６枚おめくりください。 

 事前に議長のお許しを得ておりますので、概要に基づきまして説明のほうをさせて

いただきます。 

 和束町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例 概要 

 １ 改正理由 

 子ども・子育て支援法第３４条第３項に基づく、特定教育・保育施設及び特定地域

型保育事業の運営に関する基準が改正されたことに伴い、同法第３４条第２項に基づ
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き、市町村の条例改正が必要となったもの。 

 ２ 改正する条例 

 和束町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条

例 

 ３ 改正条例の概要 

 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業者等の業務負担軽減等を図る観点から、

諸記録の作成、保存等について電磁的記録による対応を認める。 

 他、改正に伴う所要の整備。 

ということで、この電磁的記録といいますのが、書面により本来想定される各種資料

等でございます。また、申請型保育園で保存しておくべき申請された資料によるもの

で、従来は紙ベースでの保存ということにさせていただいておりましたが、これが電

磁的方法で保存することも可能であるということの改正でございます。 

 ４ 条例の施行予定日 

 公布の日 

 以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（岡田泰正君） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 質疑なしと認めます。 

 質疑を終結いたします。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 討論なしと認めます。 

 討論を終結いたします。 

 これより、採決いたします。 
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 議案第４９号 和束町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例を原案のとおり決定することに賛成の方は起

立願います。 

 起立全員です。 

 したがって、議案第４９号 和束町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の

運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例は、原案のとおり可決されまし

た。 

 日程第４、議案第５０号 和束町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例を議題といたします。 

 提案理由及び議案の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 議案第５０号の提案理由を申し上げます。 

 児童福祉法第３４条の１６第２項の規定に基づく家庭的保育事業等の設備及び運営

に関する基準が改正されたことに伴い、同法第３４条の１６第１項に基づいて、市町

村の条例改正が必要となりましたので、「和束町家庭的保育事業等の設備及び運営に

関する基準を定める条例」の一部を改正いたしたく、ここに提案させていただいた次

第であります。 

 慎重審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（岡田泰正君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 

 それでは、議案第５０号の説明をさせていただきます。 

 議案書のほうをよろしくお願いいたします。 

 議案第５０号 
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      和束町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定 

      める条例の一部を改正する条例 

 上記議案を提出する。 

                          令和３年１２月２１日提出 

                          和 束 町 長   堀  忠 雄 

 ２枚おめくりいただきまして、資料Ｎｏ.５０に新旧対照表をつけさせていただい

ております。 

 また、さらに２枚ほどおめくりいただきました右のページに概要をつけさせていた

だいております。議長のお許しをいただいておりますので、この概要により説明させ

ていただきます。 

 和束町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正す

る条例 概要 

 １ 改正理由 

 児童福祉法第３４条の１６第２項の規定に基づく、家庭的保育事業等の設備及び運

営に関する基準が改正されたことに伴い、所要の改正を行うもの。 

 ２ 改正する条例 

 和束町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例 

 ３ 改正条例の概要 

 家庭的保育事業者等の業務負担軽減等を図る観点から、諸記録の作成、保存等につ

いて電磁的記録による対応を認める。他、改正に伴う所要の整備。この家庭的保育と

いうことなんですが、これにつきましては、家庭的な雰囲気の下、少人数を対象にき

め細やかな保育を実施するということで、概ね１名から５名くらいの規模でやられる

というもので、今、本町におきましてはこの事業所はございませんが、国の改正に基

づきまして和束町でも改正するということで、今回提案させていただいたところでご

ざいます。 
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 ４ 条例の施行予定日 

 公布の日 

 以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（岡田泰正君） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 質疑なしと認めます。 

 質疑を終結いたします。 

 これから討論を行います。 

 討論なしと認めます。 

 討論を終結いたします。 

 これより、採決いたします。 

 議案第５０号 和束町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例を原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。  

 起立全員です。 

 したがって、議案第５０号 和束町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例は、原案のとおり可決されました。 

 日程第５、議案第５１号 過疎地域における和束町税条例の特例に関する条例の制

定についてを議題といたします。 

 提案理由及び議案の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 議案第５１号の提案理由を申し上げます。 

 過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法に基づき策定された「和束町過疎

地域持続的発展市町村計画」において、過疎地域内の産業の振興を図るため、過疎地
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域内で一定の事業用資産を取得等した場合の固定資産税の特例に関する条例を地方自

治法第９６条第１項第１号の規定により、提案させていただいた次第であります。 

 慎重審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（岡田泰正君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（吉田敏江君） 

 おはようございます。 

 それでは、私のほうから、議案第５１号についてご説明いたします。 

 議案書のほうをよろしくお願いいたします。 

 議案第５１号 

      過疎地域における和束町税条例の特例に関する条例の制定 

      について 

 上記議案を提出する。 

                          令和３年１２月２１日提出 

                          和 束 町 長   堀  忠 雄 

 １枚おめくりいただきまして、今回の過疎地域における和束町税条例の特例に関す

る条例案でございます。 

 もう１枚おめくりいただきまして、資料Ｎｏ.５１といたしまして、今回条例の概

要でございます。 

 あらかじめ議長にお許しを頂戴しておりますので、概要でのご説明をさせていただ

きます。 

 １ 趣旨（第１条関係） 

 過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法に基づき策定された「和束町過疎

地域持続的発展市町村計画」において、過疎地域内の産業の振興を図るため、過疎地

域内で一定の事業用資産を取得した製造業、旅館業、農林水産物等販売業及び情報サ
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ービス業等についての固定資産税の特例を定めるため、当該条例を定めるものでござ

います。 

 ２ 特例措置（第２条関係） 

 まず、この特例は、（１）対象資産に係る固定資産税の課税免除を行うものでござ

います。 

 （２）特例期間は、固定資産を課すべき最初の年度から３年度間でございます。 

 （３）対象業種は、製造業、情報サービス業等、農林水産物等販売業、旅館業でご

ざいます。 

 （４）対象資産は、事業の用に供するため取得等した家屋及び償却資産並びに当該

家屋の敷地である土地でございます。 

 （５）取得価格要件といたしましては、まず、製造業、旅館業につきまして５００

万円以上の資産。ただし、資本金額等が５,０００万円を超え、１億円以下の法人は

１,０００万円以上、また資本金の額等が１億円を超える法人は２,０００万円以上と

なります。 

 また、情報サービス業等、農林水産物等販売業につきましては、５００万円以上の

資産の取得でございます。 

 ３ 申請書等の提出（第３条、第４条関係） 

 ４ 特例措置の取消（第５条関係） 

 ５ 施行期日 

 公布の日から施行し、令和３年４月１日から適用でございます。 

 ６ 条例の失効（附則第２条関係） 

 令和６年３月３１日でございます。 

 ７ 失効に伴う経過措置（附則第３条関係） 

 失効前に適用された免除について、失効後においても特例期間中は有効といたしま

す。 



― 13 ― 

 以上、概要の説明とさせていただきます。ご承認いただきますようどうぞよろしく

お願いいたします。 

○議長（岡田泰正君） 

 これから質疑を行います。 

 ６番、井上議員。 

○６番（井上武津男君） 

 それでは、お尋ねします。 

 既存の業者が拡大のために土地を取得された場合は、この条例に基づくものはある

んでしょうか。 

○議長（岡田泰正君） 

 税住民課長、答弁。 

○税住民課長（吉田敏江君） 

 はい、お答えいたします。 

 既存の業者様につきましては、既存の業者様、また、青色申告されております個人

様が対象になってまいります。 

 ただ、取得につきましては、今回でしたら令和３年４月１日からの取得のものが対

象となってまいります。土地につきましては、土地の取得から１年以内に事業の用に

供する建物が建築が始められていることが要件となっております。 

○議長（岡田泰正君） 

 ６番、井上議員。 

○６番（井上武津男君） 

 それでは、結局、今までの土地じゃなくて、拡大された分についてのいわゆる条例

に適用されるもんなんですか。それだけお聞かせください。 

○議長（岡田泰正君） 

 税住民課長。 



― 14 ― 

○税住民課長（吉田敏江君） 

 はい、お答えいたします。 

 土地につきましては、従来からお持ちの土地で、何年か前からお持ちである土地で

すとか、そこに建替えとなりますと、敷地そのものは対象にならず、建物だけの対象

になる場合がございます。 

○議長（岡田泰正君） 

 ４番、村山議員。 

○４番（村山一彦君） 

 私、率直な意見を申し上げますけど、これは何のために提案されたのか。初めね、

これを見てますと、新しい業種を呼ぶためにやられたんかと思っていたんです、トン

ネルがつくためにね。ところが、条例の失効が令和６年３月３１日ということで、ま

だトンネルはついてないんですけど、何のためにどういうためにこういうことを提案

されたのか、その辺をお聞きしたいんですけど。 

○議長（岡田泰正君） 

 町長、答弁。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えいたします。 

 これそのものは過疎法の時限立法に基づいております。こうしたことが根本になっ

ておりまして、それに基づくところの過疎地域を振興させていく、今もお話ししまし

たように、促進させていこうという立場であります。これを持続させていくかという

のは、根本が過疎法ですので、一応こういう形を取っております。今後の方向につい

ては、また継続されるかは分かりませんが、一応、時限立法ということで、この間促

進していきたいと。 

 和束町では、今、持ってる条例そのものを生かして、法律を生かして促進に努めて

まいりたいと、このように思っておりますので、よろしくお願いいたします。 
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○議長（岡田泰正君） 

 ４番、村山議員。 

○４番（村山一彦君） 

 そしたら、今までもこういう条例はあったんですか。実際活用された方はいらっし

ゃったんですか。その辺をお聞きしたいんですが。 

○議長（岡田泰正君） 

 税住民課長、答弁。 

○税住民課長（吉田敏江君） 

 はい、お答えいたします。 

 本町におきまして、この特例の条例は初めての制定でございます。 

○議長（岡田泰正君） 

 ほかにありませんか。 

 質疑なしと認めます。 

 質疑を終結いたします。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 討論なしと認めます。 

 討論を終結いたします。 

 これより、採決いたします。 

 議案第５１号 過疎地域における和束町税条例の特例に関する条例の制定について、

原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

 起立全員です。 

 したがって、議案第５１号 過疎地域における和束町税条例の特例に関する条例の

制定については、原案のとおり可決されました。 

 日程第６、議案第５２号 和束町国民健康保険条例の一部を改正する条例を議題と
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いたします。 

 提案理由及び議案の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 議案第５２号の提案理由を申し上げます。 

 本年８月４日に健康保険法施行令等の一部を改正する政令が公布されたことにより、

和束町国民健康保険条例の一部を改正する必要が生じましたので、地方自治法第９６

条第１項第１号の規定により提案をさせていただいた次第であります。 

 ご審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（岡田泰正君） 

 税住民課長、説明。 

○税住民課長（吉田敏江君） 

 それでは、私のほうから、議案第５２号についてご説明いたします。 

 議案書のほうをよろしくお願いいたします。 

 議案第５２号 

和束町国民健康保険条例の一部を改正する条例 

 上記議案を提出する。 

                          令和３年１２月２１日提出 

                          和 束 町 長   堀  忠 雄 

 １枚おめくりいただき、今回の条例の改正案でございます。 

和束町国民健康保険条例の一部を改正する条例 

 和束町国民健康保険条例の一部を次のように改正する。 

 第５条第１項中「４０万４,０００円」を「４０万８,０００円」に改める。 

 附則 

 （施行期日） 
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 １ この条例は、令和４年１月１日から施行する。 

 （経過措置） 

 ２ この条例の施行の日前に出産した被保険者に係る国民健康保険条例第５条の規

定による出産育児一時金の額については、なお従前の例による。 

 次ページに資料Ｎｏ.５２といたしまして新旧対照表をつけさせていただいており

ます。 

 和束町国民健康保険条例 新旧対照表 

 第５条第１項の改正でございます。 

 左側に改正案、右側が現行でございます。 

 出産育児一時金として４０万４,０００円を４０万８,０００円に改めるものでござ

います。 

 １枚おめくりいただきまして、今回の和束町国民健康保険条例の一部を改正する条

例 概要でございます。 

 １ 改正の理由 

 健康保険法施行令等の一部を改正する政令が令和３年８月４日公布、令和４年１月

１日施行とされ、令和４年１月１日から産科医療補償制度の見直しといたしまして、

掛金が１万６,０００円から１万２,０００円に引き下げられることに伴うものでござ

います。 

 ２ 改正の内容 

 出産育児一時金の額を４０万８,０００円とするものですが、産科医療補償制度の

掛金と合わせまして、支給総額は４２万円を維持するものでございます。 

 ３ 改正条例の施行日 

 令和４年１月１日でございます。 

 以上、ご説明とさせていただきます。 

 ご承認いただきますようよろしくお願いいたします。 
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○議長（岡田泰正君） 

 これから質疑を行います。 

 ６番、井上議員。 

○６番（井上武津男君） 

 それでは、質問させていただきます。 

 出産育児一時金が４０万４,０００円から４０万８,０００円になるということで、

４,０００円のアップです。これの算定基準というのはどういうことでしょうか。 

○議長（岡田泰正君） 

 税住民課長、答弁。 

○税住民課長（吉田敏江君） 

 はい、お答えいたします。 

 産科医療補償制度の掛金として、従来１万６,０００円であったものが１万２,００

０円に引き下げることにより、この差額の４,０００円分が掛金ではなく、一時金の

額に反映されているものでございますが、掛金と合わせまして、被保険者の方に支給

される総額としましては、従来の４２万円と同額で維持することになります。  

○議長（岡田泰正君） 

 ほかにございませんか。 

 質疑なしと認めます。 

 質疑を終結いたします。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 討論なしと認めます。 

 討論を終結いたします。 

 これより、採決いたします。 

 議案第５２号 和束町国民健康保険条例の一部を改正する条例を原案のとおり決定
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することに賛成の方は起立願います。 

 起立全員です。 

 したがって、議案第５２号 和束町国民健康保険条例の一部を改正する条例は、原

案のとおり可決されました。 

 日程第７、議案第５３号 和束町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を議題

といたします。 

 提案理由及び議案の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 議案第５３号の提案理由を申し上げます。 

 本年６月１１日に全世代対応型の社会保障制度を構築するため健康保険法等の一部

を改正する法律が公布されたことにより、和束町国民健康保険税条例の一部を改正す

る必要が生じましたので、地方自治法第９６条第１項第１号の規定により、提案させ

ていただいた次第であります。 

 ご審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（岡田泰正君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（吉田敏江君） 

 それでは、議案第５３号についてご説明申し上げます。 

 議案書のほうをよろしくお願いいたします。 

 議案第５３号 

和束町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

 上記議案を提出する。 

                          令和３年１２月２１日提出 

                          和 束 町 長   堀  忠 雄 
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 １枚おめくりいただき、今回の一部改正条例の条例案になります。 

 さらに８枚おめくりいただきまして、右側のページに今回条例の一部改正条例の概

要を載せさせていただいております。 

 議長にあらかじめお許しを頂戴しておりますので、こちらの概要でのご説明とさせ

ていただきます。 

 和束町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 概要 

 １ 改正の理由といたしまして、「全世代対応型の社会保障制度を構築するための

健康保険法等の一部を改正する法律」が令和３年６月１１日公布 

 「全世代対応型の社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を改正する法

律の施行に伴う関係政令の整備等に関する政令」が令和３年９月１０日公布、そのう

ち国民健康保険税の改正部分につきまして、令和４年４月１日施行となることに伴う

ものでございます。 

 ２ 改正の内容といたしましては、まず、未就学児の被保険者均等割額の減額につ

いての規定が主なものとなります。第２３条第２項の新設でございます。 

 未就学児といたしましては、６歳に達する日以後の最初の３月３１日以前である被

保険者となります。その未就学児に係る均等割保険料の５割が軽減されるものでござ

います。 

 軽減額とつきまして、下の表にまとめさせていただいております。 

 上段に医療分、下段のほうに支援金分、また、縦列に軽減区分として７割軽減、５

割軽減、２割軽減、そして軽減非該当の場合として分けさせていただいております。 

 それぞれの軽減後、さらに未就学児の５割軽減となる額をまとめております。 

 まず、上段の医療分、均等割軽減額でございますが、本来１人当たり１万９,２０

０円に対しまして７割軽減後に２,８８０円、５割軽減のほうで４,８００円、２割軽

減で７,６８０円、軽減非該当の方で９,６００円それぞれ減額となります。 

 また、同じく下段の支援金分につきましては、均等割軽減額が本来１人当たり７,
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８００円に対しまして１,１７０円、１,９５０円、３,１２０円、３,９００円とそれ

ぞれ減額となるものでございます。 

 そのほか、今回の５割軽減の改正に伴いまして、条ずれですとか文言の調整等をさ

せていただいておるものでございます。 

 ３ 改正条例の施行日 

 令和４年４月１日でございます。 

 以上、ご説明とさせていただきます。 

 ご承認賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（岡田泰正君） 

 これから質疑を行います。 

 ７番、岡本議員。 

○７番（岡本正意君） 

 それでは、幾つかお聞きしたいと思います。 

 今、説明がありましたように、今回の改正といいますのは、いわゆる未就学児の方

の被保険者の均等割の部分について半額にするというのが今回の軽減の措置になって

おります。これは私ども日本共産党も一貫して、この均等割というのは収入に関係な

く割り当てられるという点で、人頭税に等しいということで、全般的に廃止すべきだ

ということで主張してきた問題です。こういった問題はうちの党だけの問題ではなく

て、全国知事会での地方団体等も国に対して要望しているということでありまして、

今回は子供の部分について、一部ではありますけども、反映されたということは大変

これは前進だというふうに考えております。 

 そこで確認したいんですけども、今回の軽減措置によって対象になる子供さんの数

というのはどの程度対象になるというふうに考えておられるか、また、それに伴う予

算上の影響額はどの程度になるか、その辺いかがですか。 

○議長（岡田泰正君） 
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 税住民課長、答弁。 

○税住民課長（吉田敏江君） 

 はい、お答えいたします。 

 まず、令和４年度の当初における未就学児対象児童の人数といたしましては、２２

人を見込んでおります。 

 また、その２２人に対する今回の５割軽減を適用した場合の軽減額は、総額で２１

万６,０００円と見込んでおります。 

○議長（岡田泰正君） 

 ７番、岡本議員。 

○７番（岡本正意君） 

 対象が２２人ということで、いわゆる予算としては２１万円程度ということであり

ました。 

 それで、町長にお聞きしたいんですけども、今回、国の制度としてこういった軽減

が行われて、一定これだけの軽減が行われるわけですけども、やはり子育て支援とい

うものを町長としてもふだんから強調されているという意味では、この国の制度に加

えて、当面、国自身が全額廃止にするべきことだと思いますけれども、今回の未就学

児の分について、さらに町として上乗せしてゼロにしていくということも予算上も十

分可能だと思うんですね。仮に町が半分持ったとしても２１万円ぐらいでできるわけ

ですから、せめてそれぐらいは来年度検討したらいかがですか。 

○議長（岡田泰正君） 

 町長、答弁。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えいたします。 

 今回は全世代対応型制度が一歩前進すると、このように受け止めております。 

 まずは、第一に国の第一歩、先ほど岡本議員のご質問にもありましたように、一歩
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大きくというんですか、こういう考え方が前進したということで、これをまず第一歩

にしていく。今、申されました内容については慎重な審議というのは、また、そこへ

併せて必要かと思います。今回はこういった第一歩の制度開始に向けてやっていくと、

ここに力点を置きたいと思います。 

○議長（岡田泰正君） 

 ７番、岡本議員。 

○７番（岡本正意君） 

 今回初めてこういった措置を取られたということは前進だということなんですけど

も、ただ、やはり国の施策に甘んじずに、町として来年度以降、新しい総合計画も始

まって定住人口を増やしていく、子供の出生数も増やしていくということも掲げてお

られるわけですから、それに併せて町独自に国の制度が整うまで、ぜひ、その辺は前

向きに検討いただきたいというふうに思うんです。 

 それで、もう一度、町長に最後にお聞きしておきたいんですけども、やはりこれは

全体として本来は国の責任で均等割というのは廃止すべきことだというふうに思うん

ですね。今回も就学児までということで、子供全体としてはまだ一部にとどまってお

ります。児童という概念からいえば１８歳まであるわけですけども、そこについては

まだこれからの課題になっておりますけども、今後やはり町としても、これまでも全

国的には自治体独自で均等割を軽減する自治体も既にありましたから、そういう点で

は町としても独自の施策というのを広げるために努力いただきたいんですけども、や

はりこれは国に対して直ちにまずは児童・子供については全て、せめてこの半額ぐら

いはするし、全面的に廃止していくということや、早い時期に全体的にも均等割を廃

止していくということを要望いただきたいと思うんですけど、その辺、町長のお考え

はいかがですか。 

○議長（岡田泰正君） 

 町長、答弁。 
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○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えいたします。 

 先ほども申し上げましたように、今回は一歩前進ということで、そういうふうに受

け止めております。こうしたことがこれで終わるんじゃなしに、これを一歩として内

容をさらに充実・発展という方向は大事だろうと思います。 

 今、申されましたように、和束町は子育てに優しいまちづくり、この制度内で見る

のか、また制度外で見るのか、そういった面も含めて今後検討はしていかなきゃなり

ませんが、まずはこの制度のさらに充実に向けて、国・府等には制度そのものの構築

ですね、この辺を含めて要求をしていく必要があろうかというふうに思っております

ので、ご理解のほうをよろしくお願いいたします。 

○議長（岡田泰正君） 

 質疑ありませんか。 

 ４番、村山議員。 

○４番（村山一彦君） 

 私は言葉の意味が分からないので、吉田課長にお尋ねしたいんですけど、新旧対照

表がございますね。それを見てますと、第２条、第３条、第４条とあるんですけど、

その中に傍線が引いてあるところが変わるということなんですけど、改正後案、「所

得割額並びに被保険者均等割額」、現行は「所得割額、被保険者均等割額」、同じに

聞こえるんですけど、どう取ったらよろしいんですか、その辺の説明だけお願いした

いんです。 

○議長（岡田泰正君） 

 税住民課長、答弁。 

○税住民課長（吉田敏江君） 

 はい、お答えいたします。 

 今回改正のメインとなりますのは、５割軽減の部分ではございますが、それに併せ
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まして、ただいまご指摘のありました所得割額並びにという「並びに」の文言につき

ましては、文言の整理ということで国のほうから、一定、条例・例規等の文言の使い

方として整理をされたものでございます。 

○議長（岡田泰正君） 

 ほかにございませんか。 

 質疑なしと認めます。 

 質疑を終結いたします。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 討論なしと認めます。 

 討論を終結いたします。 

 これより、採決いたします。 

 議案第５３号 和束町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を原案のとおり決

定することに賛成の方は起立願います。 

 起立全員です。 

 したがって、議案第５３号 和束町国民健康保険税条例の一部を改正する条例は、

原案のとおり可決されました。 

 日程第８、議案第５４号 令和３年度和束町一般会計補正予算（第５号）、議案第

５５号 令和３年度和束町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）、議案第５６号 

令和３年度和束町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）、議案第５７号 令和３

年度和束町介護保険特別会計補正予算（第３号）、以上４件を一括議題といたします。 

 提案理由及び議案の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 議案第５４号から議案第５７号の提案理由を申し上げます。 
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 議案第５４号 令和３年度和束町一般会計補正予算（第５号）は、前回、専決処分 

       のご承認をいただきました子育て世帯等臨時特別支援事業に係る追加 

       給付分、新型コロナウイルスワクチンに係る３回目接種事業、来年４ 

       月執行予定の京都府知事選挙に要する経費、（仮称）総合保健福祉施

設 

       に係る用地測量事業等において 

 議案第５５号 令和３年度和束町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）は、事 

       業勘定における一般被保険者療養費、昨年度の国民健康保険税減免に 

       係る補助金の精算に伴う返還金等において 

 議案第５６号 令和３年度和束町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）は、町 

       道舟尾八王子線改良工事に伴う水道管布設替工事等において 

 議案第５７号 令和３年度和束町介護保険特別会計補正予算（第３号）は、保険事 

       業勘定における居宅介護サービス給付費や高額介護サービス事業費等 

       において 

それぞれ予算補正を必要といたしますので、提案させていただいた次第でございます。 

 ご審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（岡田泰正君） 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 おはようございます。 

 それでは、私のほうから、議案第５４号の説明をさせていただきたいと思います。 

 議案書のほうをよろしくお願いいたします。 

 議案第５４号 

令和３年度和束町一般会計補正予算（第５号） 

 令和３年度和束町一般会計補正予算（第５号）は、次に定めるところによる。 
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 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４,４６０万円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３６億８,６６０万円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

 （地方債の補正） 

 第２条 既定の地方債の変更は、「第２表地方債補正」による。 

                          令和３年１２月２１日提出 

                          和 束 町 長   堀  忠 雄 

 １枚おめくりいただきたいと思います。 

 第１表の歳入歳出予算補正でございます。 

 まず、歳入ということで、款、補正前の額、補正額、計の順に説明を申し上げます。 

 １１款地方交付税、１７億２,４２５万３,０００円、９８６万２,０００円、１７

億３,４１１万５,０００円。 

 １３款分担金及び負担金、７,３９４万６,０００円、４０万６,０００円、７,４３

５万２,０００円。 

 １５款国庫支出金、５億４,０８０万６,０００円、２,５５５万５,０００円、５億

６,６３６万１,０００円。 

 １６款府支出金、１億８,８４８万２,０００円、７６０万２,０００円、１億９,６

０８万４,０００円。 

 １８款寄付金、３２万６,０００円、１７万５,０００円、５０万１,０００円。 

 ２２款町債、４億４,８１０万円、１００万円、４億４,９１０万円。 

 歳入合計、３６億４,２００万円、４,４６０万円、３６億８,６６０万円。 

 １枚おめくりいただきまして、続きまして、歳出でございます。 

 歳出につきましても、款、補正前の額、補正額、計の順に説明申し上げます。 
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 ２款総務費、５億８,４７８万５,０００円、４１８万１,０００円、５億８,８９６

万６,０００円。 

 ３款民生費、８億３,１３１万２,０００円、２,７１７万５,０００円、８億５,８

４８万７,０００円。 

 ４款衛生費、５億２,２１６万円、８２５万１,０００円、５億３,０４１万１,００

０円。 

 ５款農林業費、１億３,５３３万９,０００円、△１０万７,０００円、１億３,５２

３万２,０００円。 

 ７款土木費、５億８,７０８万６,０００円、５１０万円、５億９,２１８万６,００

０円。 

 歳出合計につきましては、歳入合計と同額でございます。 

 １枚おめくりいただきまして、続きまして、第２表 地方債補正でございます。 

 １．変更ということで、起債の目的：町道舟尾八王子線改良事業（過疎対策）、補

正前、限度額：１,５００万円、記載の方法：証書借入又は証券発行、利率：年５.

０％以内（ただし、利率見直し方式で借り入れる政府資金及び地方公共団体金融機構

資金について、利率の見直しを行った後においては、当該見直し後の利率）、償還の

方法：政府資金については、その融資条件により、銀行その他の場合にはその債権者

と協定するものによる。ただし、町財政の都合により据置期間及び償還期限を短縮し、

又は繰上償還もしくは低利に借換えすることができる。補正後の限度額でございます

が、今回１００万円を追加させていただきまして１,６００万円でございます。起債

の方法、利率、償還の方法につきましては補正前の内容と同様でございますので、省

略をさせていただきます。 

 続きまして、資料Ｎｏ.５４ 予算に関する説明書、令和３年度和束町一般会計補

正予算（第５号）に基づきまして説明を続けさせていただきます。 

 １ページから４ページにつきましては、総括ということで議案書と重複しますので、



― 29 ― 

省略をさせていただきます。 

 ５ページ、６ページをお願いしたいと思います。 

 まず、歳入でございますが、主なものの説明とさせていただきますので、よろしく

お願いいたします。 

 １１款地方交付税、１項地方交付税、１目地方交付税、補正額９８６万２,０００

円、これにつきましては、１節地方交付税ということで普通交付税を計上させていた

だいております。 

 １５款国庫支出金、１項国庫負担金、２目衛生費国庫負担金で、補正額が３４５万

１,０００円、これにつきましては、１節保健衛生費負担金ということで、新型コロ

ナウイルスワクチン接種対策費負担金３４５万１,０００円を計上させていただいて

おります。 

 同款、２項国庫補助金、２目民生費国庫補助金、補正額が１,６８０万円でござい

ます。これにつきましては、２節児童福祉費補助金ということで、先の専決でいただ

きました子育て世帯等臨時特別支援事業費補助金ということで、先行給付分というこ

とで５万円専決で計上させていただきましたが、残りの分につきましても今回の補正

で１人５万円の分を計上をさせていただいております。 

 同款、同項、３目衛生費国庫補助金、補正額が３６７万４,０００円、これについ

ては１節保健衛生費補助金、内訳としまして主なものが新型コロナウイルスワクチン

接種体制確保事業費補助金３２４万１,０００円でございます。 

 １６款府支出金、３項委託金、１目総務費委託金で、補正額が３５６万５,０００

円でございます。これにつきましては、３節選挙費委託金、令和４年４月１０日に投

開票が行われます京都府知事選挙に係ります委託金でございます。 

 ７ページ、８ページは飛ばさせていただきまして、次に、９ページ、１０ページを

お願いいたします。 

 続いて、歳出でございます。 
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 歳出につきましても、主なものの説明とさせていただきますので、よろしくお願い

いたします。 

 ２款総務費、４項選挙費、６目京都府知事選挙費、補正額が３５６万５,０００円

でございます。主な支出内容につきましては、期日前投票に係る報酬・職員手当８９

万９,０００円、また１０節の需用費で７８万８,０００円、１２節委託料、１５節原

材料費でございますが、これにつきましては、ポスター掲示場の設置並びに掲示板等

の費用ということで、計１０６万２,０００円を計上させていただいているところで

ございます。 

 １１ページ、１２ページをお願いいたします。 

 ３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費で、補正額が５５０万円でござ

います。主なものにつきましては、１２節委託料３７０万円、総合保健福祉施設整備

事業に係ります用地測量委託料ということで３７０万円を、また、１９節扶助費とい

うことで、自立支援医療給付１８０万円を計上させていただいております。 

 次に、同款、同項、３目老人福祉費、補正額が３３３万６,０００円ということで、

これにつきましては、１８節負担金補助及び交付金ということで、後期高齢者療養給

付費負担金１５３万７,０００円、また、１９節扶助費で１３８万円、これにつきま

しては、老人福祉施設措置の分でございます。 

 同款、２項児童福祉費、１目児童福祉総務費で、補正額が１,７８４万円でござい

ます。主なものにつきましては、１８節負担金補助及び交付金ということで１,６８

０万円、これにつきましては、歳入で申し上げましたように、子育て世帯への臨時特

別給付金、一括支給するための給付金５万円分、１,６８０万円を計上させていただ

いております。 

 ４款衛生費、１項保健衛生費、２目予防費で補正額が７４０万７,０００円、主な

ものにつきましては、７節報償費、コロナワクチン接種等謝金ということで２８６万

７,０００円を、１３ページ、１４ページになりますが、１４節役務費で９６万２,０
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００円を、また、１２節の委託料といたしまして１３５万５,０００円、これにつき

ましては、主なものがコロナワクチン接種委託料、コロナワクチン接種システム改修

委託料、コロナワクチン被接種者送迎委託料等、計上させていただいているところで

ございます。 

 次に、１５ページ、１６ページをお願いしたいと思います。 

 ７款土木費、２項道路橋りょう費、２目道路維持費で、補正額が３１０万円でござ

います。これにつきましては、１４節工事請負費ということで、町道維持修繕事業３

００万円を、また、２１節補償補填及び賠償金ということで、町道舟尾八王子線に係

ります水道特別会計の補償金ということで１００万円を計上させていただいていると

ころでございます。 

 １７ページから２０ページにつきましては給与費明細を載せさせていただいており

ますので、後ほどお目通しのほうをよろしくお願いいたします。 

 なお、特別会計につきましては、それぞれ担当課長のほうから説明させていただき

ますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（岡田泰正君） 

 会議の途中ですが、ただいまから午前１０時４５分まで休憩を取ります。 

休憩（午前１０時３１分～午前１０時４５分） 

○議長（岡田泰正君） 

 休憩前に引き続き会議を開き、説明を続けます。 

 税住民課長。 

○税住民課長（吉田敏江君） 

 それでは、私のほうから、議案第５５号につきましてご説明させていただきます。 

 議案書のほうをよろしくお願いいたします。 

 議案第５５号 

令和３年度和束町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 
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 令和３年度和束町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところ

による。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 事業勘定の既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１９０万円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６億１,２１０万円とする。 

 ２ 事業勘定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補

正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

                          令和３年１２月２１日提出 

                          和 束 町 長   堀  忠 雄 

 １枚おめくりいただきまして、第１表 歳入歳出予算補正となります。 

 まず、歳入でございます。 

 款、補正前の額、補正額、計の順にご説明させていただきます。 

 ３款国庫支出金、０、１５万１,０００円、１５万１,０００円。 

 ４款府支出金、４億６,５０３万８,０００円、８０万円、４億６,５８３万８,００

０円。 

 ７款繰越金、１,０００円、９４万９,０００円、９５万円。 

 歳入合計、６億１,０２０万円、１９０万円、６億１,２１０万円。 

 １枚おめくりいただきまして、歳出でございます。 

 歳出につきましても、款、補正前の額、補正額、計の順にご説明させていただきま

す。 

 １款総務費、３０３万５,０００円、２３万４,０００円、３２６万９,０００円。 

 ２款保険給付費、４億４,２２２万５,０００円、８０万円、４億４,３０２万５,０

００円。 

 ６款保健事業費、１,１９６万５,０００円、３万５,０００円、１,２００万円。 

 ９款諸支出金、４１万１,０００円、８３万１,０００円、１２４万２,０００円。 
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 歳出合計は、歳入合計と同額でございます。 

 続きまして、資料Ｎｏ.５５、予算に関する説明書 令和３年度和束町国民健康保

険特別会計補正予算（第２号）（事業勘定）によりご説明を続けさせていただきます。 

 なお、１ページから４ページの総括は議案書と重複いたしますので、説明を省略さ

せていただきます。 

 ５ページ、６ページをお開きください。 

 まず、歳入でございます。 

 款、項、目、補正額の順にご説明申し上げます。 

 ３款国庫支出金、２項国庫補助金、７目社会保障・税番号制度システム整備費補助

金、補正額１５万１,０００円、こちらは１節社会保障・税番号制度システム整備費

補助金でございます。 

 ４款府支出金、２項府補助金、１目保険給付費等交付金、補正額８０万円、こちら

は１節普通交付金でございます。 

 ７款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、補正額９４万９,０００円、こちらは前年

度繰越金でございます。 

 １枚おめくりいただきまして、７ページ、８ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、補正額が２３万４,０００円、主

なものといたしまして１節報酬１４万８,０００円、こちらはマイナンバーカードの

健康保険証利用の開始に伴う利用申込みの支援に当たる会計年度任用職員報酬でござ

います。 

 また、１２節委託料４万６,０００円、こちらは先にご承認いただきました未就学

児の均等割軽減の対応のシステム改修委託料でございます。 

 ２款保険給付費、１項療養諸費、３目一般被保険者療養費、補正額８０万円、こち

らは１８節負担金補助及び交付金といたしまして、現金給付の療養費に対するもので
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ございます。 

 ６款保健事業費、２項特定健康診査等事業費、１目特定健康診査等事業費、補正額

３万５,０００円でございます。１１節役務費といたしまして、特定健診結果のデー

タ処理手数料でございます。 

 ９款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、２目償還金、補正額が８３万１,００

０円、こちらは２２節償還金利子及び割引料といたしまして、国への返還金でござい

ます。 

 以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（岡田泰正君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 おはようございます。 

 それでは、私のほうからは、簡易水道事業の補正についてご説明させていただきま

す。 

 議案書第５６号をお開きください。 

 議案第５６号 

令和３年度和束町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 

 令和３年度和束町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところ

による。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１５０万円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億３７０万円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

                          令和３年１２月２１日提出 
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                          和 束 町 長   堀  忠 雄 

 １枚おめくりください。 

 第１表 歳入でございます。 

 ２款分担金及び負担金、補正前の額１,６７２万６,０００円、補正額１,１００万

円、計１,７７２万６,０００円。 

 ６款繰入金、補正前の額７,８９９万２,０００円、△５１万２,０００円、７,８４

８万円。 

 ８款諸収入、補正前の額６００万７,０００円、補正額１０１万２,０００円、７０

１万９,０００円。 

 歳入合計でございます。２億２２０万円、１５０万円、２億３７０万円。 

 おめくりください。 

 歳出でございます。 

 １款総務費、補正前の額７,９２２万９,０００円、補正額５０万円、計７,９７２

万９,０００円。 

 ２款施設費、１,９４４万円、補正額１００万円、２,０４４万円。 

 歳出合計につきましては、歳入合計と同額となっております。 

 それでは、予算に関する説明書資料Ｎｏ.５６をお開きください。 

 こちらも１ページから４ページまでは総括ですので、飛ばさせていただきまして、

５ページ、６ページをお願いいたします。 

 まず、歳入でございます。 

 ２款分担金及び負担金、１項分担金、１目施設費分担金でございます。工事費分担

金として１００万円。 

 ６款繰入金、２項基金繰入金、１目減債基金繰入金、補正額△５１万２,０００円

でございます。減債基金の繰入金でございます。 

 ８款諸収入、２項雑入、１目雑入、１０１万２,０００円、消費税の還付等でござ
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います。 

 おめくりください。歳出でございます。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、１０節需用費、医薬材料として５

０万円補正しております。 

 ２款施設費、１項施設費、１目施設費、１４節工事請負費で、舟尾八王子線改良工

事に伴う水道管布設替工事でございます。 

 ３款公債費、１項公債費、１目元金でございます。減額の５１万２,０００円とな

っております。 

 以上、簡易水道事業の補正でございます。審議の上、ご承認賜りますようよろしく

お願いいたします。 

○議長（岡田泰正君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 

 それでは、私から、議案第５７号の説明をさせていただきます。 

 議案書のほうをよろしくお願いいたします。 

 議案第５７号 

令和３年度和束町介護保険特別会計補正予算（第３号） 

 令和３年度和束町介護保険特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによ

る。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 保険事業勘定の既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３００万円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７億３,６００万円とする。 

 ２ 保険事業勘定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並び

に補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

                          令和３年１２月２１日提出 
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                          和 束 町 長   堀  忠 雄 

 １枚おめくりいただきまして、第１表 歳入歳出予算補正。 

 まず、歳入でございます。 

 款、補正前の額、補正額、計の順に説明させていただきます。 

 １款保険料、１億４,３２６万６,０００円、６２万５,０００円、１億４,３８９万

１,０００円。 

 ３款国庫支出金、１億６,９２２万９,０００円、９９万６,０００円、１億７,０２

２万５,０００円。 

 ４款支払基金交付金、１億８,８６５万８,０００円、７６万９,０００円、１億８,

９４２万７,０００円。 

 ５款府支出金、１億８７１万円、１９万１,０００円、１億８９０万１,０００円。 

 ７款繰入金、１億７５２万９,０００円、４１万９,０００円、１億７９４万８,０

００円。 

 歳入合計、７億３,３００万円、３００万円、７億３,６００万円。 

 おめくりいただきまして、歳出でございます。 

 歳出も同様に、款、補正前の額、補正額、計の順に説明させていただきます。 

 １款総務費、７０７万２,０００円、１１万５,０００円、７１８万７,０００円。 

 ２款保険給付費、６億７,５８９万３,０００円、２８５万円、６億７,８７４万３,

０００円。 

 ４款地域支援事業費、３,３２５万５,０００円、３万５,０００円、３,３２９万円。 

 歳出合計は、歳入合計と同額でございます。 

 続きまして、資料Ｎｏ.５７、予算に関する説明書 令和３年度和束町介護保険特

別会計補正予算（第３号）（保険事業勘定）で説明させていただきます。 

 １ページから４ページまでは総括でございますので、省略させていただきまして、

５ページ、６ページのほうをよろしくお願いいたします。 
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 まず、歳入でございます。主なもののみ説明させていただきます。 

 ３款国庫支出金、１項国庫負担金、１目介護給付費負担金、補正額７４万円、１節

現年度分でございます。 

 ３款国庫支出金、２項国庫補助金、１目調整交付金、補正額１８万６,０００円、

これにつきましても１節現年度分の調整交付金でございます。 

 ４款支払基金交付金、１項支払基金交付金、１目介護給付費交付金、補正額７６万

９,０００円、これにつきましても１節現年度分ということでございます。 

 おめくりいただきまして、歳出でございます。こちらにつきましても主なもののみ

説明させていただきます。 

 ２款保険給付費、１項介護サービス等諸費、１目居宅介護サービス給付費、補正額

２００万円、これにつきましては１８節負担金補助及び交付金でございます。 

 同款、同項、９目居宅介護サービス計画給付費、補正額１５０万円、これにつきま

しても１８節負担金補助及び交付金でございます。 

 ２款保険給付費、２項介護予防サービス等諸経費、１目介護予防サービス給付費、

補正額１８０万円、これにつきましても１８節負担金補助及び交付金でございます。 

 おめくりいただきまして、９ページ、１０ページお願いいたします。 

 同款、４項高額介護サービス等費、１目高額介護サービス費、補正額２３０万円、

１８節負担金補助及び交付金でございます。 

 おめくりいただきまして、１１ページ、１２ページをお願いいたします。 

 同款、５項特定入所者介護サービス等費、１目特定入所者介護サービス費、補正額

△５４０万円、１８節負担金補助及び交付金でございます。 

 以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（岡田泰正君） 

 これから質疑を行います。 

 ２番、髙山議員。 
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○２番（髙山豊彦君） 

 何点か確認をさせていただきたいと思います。 

 まず、一般会計の説明書のほうの１２ページなんですが、子育て世帯への臨時特別

給付の関係でございます。 

 先日の定例会の中でもご答弁があったんですが、そのときには国の連絡を受けて、

それで一括するかどうするかというようなご答弁だったと思います。その後、１６日

の新聞に一括でということで発表されておりますが、具体的に中学生までの給付の方

法と高校生の給付の方法、また時期についてお知らせいただきたい。 

○議長（岡田泰正君） 

 福祉課長、答弁。 

○福祉課長（北 広光君） 

 髙山議員のご質問にお答えいたします。 

 今回の補正で提案させていただきました１,６８０万円、この負担金補助及び交付

金が可決されましたら一括の１０万円の給付を計画しているところでございます。そ

れで、できましたら児童手当を給付している中学生以下のお子さんのあるご家庭につ

きましては、その中で高校生のお子さんがいらっしゃいましても振込させていただき

ます口座のほうが確認を取れますので、今、予定しておりますのは、年内２８日を予

定しておりますが、そちらのほうで一括の交付を考えているところでございます。  

 また、児童手当の給付をされていらっしゃらない高校生のみのご家庭の方につきま

しては、本日この予算が可決されました後に郵送で申請のご案内をさせていただきま

して、それに基づきまして、これにつきましては年は変わってしまいますけども、１

月の中下旬ぐらいの給付を予定しているところでございます。 

○議長（岡田泰正君） 

 ２番、髙山議員。 

○２番（髙山豊彦君） 
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 ありがとうございます。 

 その次のページでコロナワクチンの３回目の接種の関係です。 

 これにつきましても、新聞の発表のほうで、和束の場合、２月下旬ということで、

集団接種で行うということで、接種日程は町が指定して、はがきで通知するというこ

とでございます。これについても具体的に教えていただきたい。 

○議長（岡田泰正君） 

 福祉課長、答弁。 

○福祉課長（北 広光君） 

 はい、お答えいたします。 

 これにつきましては、３回目の追加接種ということでございます。今、計画してお

りますのが、２月の下旬の最終の土曜・日曜日あたりを計画しているところでござい

ます。町内の医療機関の先生方にも当然ながらご協力を願わなければいけないという

ことで、そちらのほうで、今、日程調整をしているところでございます。 

 住民様につきましては、これの日程が決まり次第、通知のほうをさせていただきま

して、その通知の中で３回目の接種を希望されるかどうかという希望のアンケートも

同封させていただきまして、本町のほうに返信していただくという形での事務のほう

を進めさせていただいているところでございます。 

○議長（岡田泰正君） 

 ２番、髙山議員。 

○２番（髙山豊彦君） 

 ありがとうございます。 

 ということは、例えば、１回目、２回目、副反応がひどくて、３回目を見送りたい

という方もおられると思うんですが、そういった分については、その希望のアンケー

トのほうで確認をするということでよろしいですね。 

 すみません、集団ということで、第１回、第２回と同じように送迎については考え



― 41 ― 

ておられますか。 

○議長（岡田泰正君） 

 福祉課長、答弁。 

○福祉課長（北 広光君） 

 お答えいたします。 

 送迎につきましては、当然でございますが、６５歳以上の方ということでございま

すので、送迎のほうは考えております。事前に社会福祉協議会のほうで１回目、２回

目もお願いさせていただきましたので、もう既にそちらのほうで調整させていただい

ているところでございます。本日、予算のほうを提案させていただいておりますので、

可決されました暁には、すぐさま社会福祉協議会に正式に依頼した中で、送迎のほう

の調整もさせていただく予定をしております。 

○議長（岡田泰正君） 

 ２番、髙山議員。 

○２番（髙山豊彦君） 

 ありがとうございます。 

 集団接種の場所というのは前回と同じですか。 

○議長（岡田泰正君） 

 福祉課長、答弁。 

○福祉課長（北 広光君） 

 はい、お答えいたします。 

 前回につきましては、暖かい時期、また夏場の暑い時期ということでございました

ので、Ｂ＆Ｇ海洋センターのほうを使わせていただきましたが、さすがに冬期という

ことで、あそこは暖房設備も一切ございませんので、難しいということで、今、計画

しておりますのは庁舎の隣にあります社会福祉センター、こちらのほうでの集団接種

を計画しているところでございます。 
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○議長（岡田泰正君） 

 ２番、髙山議員。 

○２番（髙山豊彦君） 

 分かりました。ありがとうございます。 

 話は変わるんですが、接種証明アプリが昨日から国のほうで運用開始されたという

ことでございます。これについてはマイナンバーを入力することで自動で接種した状

態、日付とか種類とか取得できるということなんですね。もう私も入れたんですが、

これについて担当の方の業務の軽減につながるのかなというふうに思いますし、この

アプリの普及についての案内ですね、町のほうからされる予定はあるのかどうか、お

願いします。 

○議長（岡田泰正君） 

 福祉課長、答弁。 

○福祉課長（北 広光君） 

 はい、お答えいたします。 

 今、髙山議員からもありましたように、このアプリにつきましては、確かに本町の

業務につきましても、従来でしたら紙ベースで申請いただいて、紙ベースでうちのほ

うで出させていただいているというのが本来でございます。今回のものにつきまして

は、マイナンバーカードの取得がないと難しいものでございますが、これによりまし

てアプリでの取得ができるというので軽減はさせていただくということにはなります

ので、本町といたしましても、ホームページなり広報なりでこういうようなものはど

んどん住民のほうに情報提供していく予定をしております。 

 今現在まだ載せておりませんが、これにつきましては国の正式通知がなかなか決ま

らなかったというので、今、載せておりませんけども、昨日からの運用開始、１２月

２０日からということでございますので、早急に対応のほうをさせていただきたいと

思います。 
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○議長（岡田泰正君） 

 ２番、髙山議員。 

○２番（髙山豊彦君） 

 なるべく分かりやすく、いずれの案内についても住民の方が分かりやすい案内をお

願いしたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 以上です。 

○議長（岡田泰正君） 

 ７番、岡本議員。 

○７番（岡本正意君） 

 今ありましたワクチンのことで私のほうから一つお聞きしておきたいんですけども、

いわゆる年明けから３回目の接種ということで言われておりますけども、一つはです

ね、要は、今まで自治体のほうで打っていただいた分についてはファイザーの分で接

種をしていただいたと思うんですね。もちろん大規模接種等では一部モデルナ等もあ

ったと思うんですけども、基本的に和束町のほうで打っていただいた分については、

ファイザーで２回とも打っていただいていると思います。今、国のほうではモデルナ

の分についても承認したということで、いわゆる交互接種ということで、ファイザー

だったけど、今回はモデルナでもいいというようなことで、今、進めようとされてお

ります。 

 ただ、一方で、副反応の問題もありますし、やはりファイザーで打ったから３回目

もファイザーで打ちたいとか、そういう希望をされる方もおられるというふうに思う

んですけども、その辺、和束町としてのワクチンの種類というものは、入荷の部分で

すけども、その辺の見通しというのはどうなのか。 

 また、仮に交互接種というふうになった場合、それに不安や疑問に丁寧に対応する

必要があるというふうに思いますけども、その辺はどうでしょうか。 

○議長（岡田泰正君） 
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 福祉課長、答弁。 

○福祉課長（北 広光君） 

 今、岡本議員のご質問にお答えさせていただきます。 

 まず、ワクチンでございますが、本町では確かに１回目、２回目につきましてファ

イザー製のワクチンを使わせていただきました。今、３回目のために国のほうに発注

をかけている先行分といたしましては、ファイザーで１箱納入の予定はさせていただ

いておりますが、これ以降につきましては、皆様も報道等でご承知かもしれませんが、

ファイザー製のワクチンが国に入ってくるのが５５％、４５％につきましてはモデル

ナワクチンということを聞いているところでございますので、本町で全員がファイザ

ーを求められたとしても、ファイザーになるかどうかというのはまだ先のことは未定

としか今ここではお伝えすることができない状態でございます。 

 ただ、まず、年明けに医療従事者、高齢者施設等の接種をさせていただいた後、先

ほど髙山議員のご質問で答弁させていただきましたように、２月の下旬に高齢者のほ

うをさせていただくんですが、それにつきましては先行で頂く１箱で何とか賄ってい

けるかなとは思っているところでございます。年明けに改めてワクチンのほうの請求

をするときに国がモデルナしか配給できないということになればモデルナになる可能

性もございますので、それにつきましては、より細かく丁寧な説明のほうを住民の皆

様にさせていただく予定をしております。 

○議長（岡田泰正君） 

 ７番、岡本議員。 

○７番（岡本正意君） 

 今回はどっちにしても新しいワクチンで、ファイザーだから安全とかいうことじゃ

ないんですけども、やはり打たれる方にしてみたら、違う会社のワクチンを打つかも

しれないというのは大変不安も大きいと思うんですね。実際これまでの情報等でいい

ますと、モデルナについては副反応の部分で、一定、ファイザーよりも重篤な部分が
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あったりとかいうようなことも言われている中で、大変不安も大きいと思います。  

 この間の報道では、ファイザーでもモデルナでも両方対応するというような医療機

関もあるような話もありますけども、そういった情報も含めて丁寧に対応いただきた

いと思います。 

 それと、もう一つは、１回目、２回目の接種を受けておられない方ですね。いわゆ

る、まだ未接種の方がおられると思うんです。特に、若い方とかも含めて、不安もあ

って接種してないという方は私も何人かお会いしたこともあるんですけども、今後、

１回目から接種したいというような希望があった場合に今後どのように対応されるの

か。 

 また、もう一つは、この間あまり言われてないんですけども、今まで１２歳以上の

お子さんも接種対象にしてきたんですけども、１１歳以下の部分についても接種を進

めるような話もあったとは思うんですけども、その辺は今どのような状況なのか、そ

れも含めて説明をお願いします。 

○議長（岡田泰正君） 

 福祉課長、答弁。 

○福祉課長（北 広光君） 

 はい、岡本議員のご質問にお答えさせていただきます。 

 まず、まだ未接種の方、一度も打っておられない方、また、１回目打ったけども、

２回目はまだという方も確かにいらっしゃいます。これにつきましては、改めて接種

機会を設けるつもりでございます。この方につきましては、当然、当方のほうで把握

もしているところでございますので、個別に改めて案内して、そこで接種する意思が

あるのかの希望も取らせていただきたいと思います。 

 これにつきましては、年明け、今ちらっとありましたけど、１２歳以上の方の１２

歳の方の部分ですけども、満１２歳になった方の接種というのが誕生日が来てからで

ないと無理だということなので、和束町におきましては小学校６年生相当になるんで
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すけども、なかなか人数がそろわないところがありますので、年を明けて２月前後ぐ

らいに一定一固まりでの案内をさせていただくときに、同じタイミングで未接種の方、

案内させていただいて、一定の人数をそろえた中での接種をというふうに考えている

ところでございます。 

 また、質問にありました１２歳以下のところでございますが、諸外国などでは５歳

以上１２歳未満の枠のほうというのも聞いております。日本でも国のほうでそういう

なのがマスコミ等でも話題にもなっておりましたが、今まだ国のほうからはこちらの

ほうの接種の話が全然、本町のほうにも届いておりません。議論がどこまで行ってい

るのかというのも国のほう情報がこちらのほうに届いてないというのが現状でござい

ます。 

○議長（岡田泰正君） 

 ７番、岡本議員。 

○７番（岡本正意君） 

 今、オミクロン株というのがかなり急速に日本でも広がりつつあるという状況が出

ておりますだけに、３回目の接種というのはそれはそれで大変重要なことですので、

そこは迅速に、また丁寧に対応いただきたいですし、また、先ほど言いましたように、

交互接種の関係であるとか、また未接種の方への対応であるとかいうのも、その辺も

丁寧にぜひお願いしたいということで要望しておきたいと思います。 

 次に、簡易水道の関係でお聞きしたいというふうに思います。 

 先日の一般質問でいわゆる住民への説明をどうするのかという話の中で、町長は、

今、担当課のほうでそういった類いの資料を作ってるという話をされておりました。 

 先日、ホームページを見ておりますと、水道料金改定についてというのが載ってお

りまして、そこにこういうものがアップされておりました。私も一応読ませていただ

いたんですけども、そこで課長にお聞きしたいんですけども、いわゆる住民説明とい

うか、住民への周知という点で作られた資料というのはこれが全てなのかということ
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をお聞きしたいというのと、それからホームページは挙げられましたけど、今後どの

ように使われるのか、それから、先日の一般質問でも、こういうことを配るだけじゃ

なくて、住民に直接意見を聞くであるとか、説明をする機会を持つであるとかいうこ

とも必要じゃないかということで、町長はそれがあれば応えていくみたいな話をされ

ていましたけども、実際どのようにその辺の説明というのはされていこうという予定

があるのか、それを課長のほうからお聞きしたいというのが１点です。 

 もう１点は、こういった料金値上げの根拠になるものというのは、前にも言いまし

たけど、基本的に経営戦略だと思うんですよ。いわゆる平成２９年に初めて簡易水道

事業の経営戦略というのをつくられて、そのときにいわゆる２５％値上げということ

が書かれてたので、その後はいろいろ協議があったと思うんです。ただ、その後、い

ろいろ状況が変わった中で、令和２年に改定案というのがつくられたと思うんですね。

ただ、これは案なので、私は完成したやつを見たことがないんですね。担当課に前に

問い合わせたときも、「改定してません」と言ってはったんです。ということは、今

度の値上げというのは何に基づいて値上げというのを出されているのか。そもそも改

定案というのはつくられたのか、その辺を答弁いただけますか。 

○議長（岡田泰正君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 今のご質問ですけども、今の段階で私が言えることは、水道委員の了解を得た広報

文書を次の広報れんけいの中に折り込むという形になろうと思います。これにつきま

しては、水道委員の了解を取った上で作成しまして、今、広報の折り込みのほうに回

しているという状況です。同じものをホームページのほうには１２月１７日に挙げて

おります。内容につきましては、Ｑ＆Ａタイプになったものでございます。これを見

ていただくのがその内容の全てだと思っております。 

 それと、経営戦略につきましては、改定は平成２８年にできた２５％を基準に今回
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の値上げを検討しております。２５％とあくまでも平成２７年度までの事業の中での

２５％値上げで何とかいけるだろうということで考えておりましたが、事業自身が平

成２８年度以降実施されておりますので、その後の事業の内容等で事業費等が大きく

変動しておりますので、その辺で変わっております。 

 経営戦略につきましては、第５次総合計画と合わせまして、令和４年度の当初予算

に合わせて、新たに来月、再来月で水道委員会のほうにももんでいただいて、来年４

月から新たな料金改定後の経営戦略をつくりたいということで考えているところでご

ざいます。 

○議長（岡田泰正君） 

 ７番、岡本議員。 

○７番（岡本正意君） 

 要は、これだけだということなんですね。あと、経営戦略も結局改定してない。 

 先ほど、平成２８年度につくられた経営戦略が基本になってるからと言われました

よね。でも、値上げ幅というのは、前と比べたら２５％どころか倍以上になっている

わけですよね。見通しとかいうのも含めて、全ていろんなことが変わってくるはずで

すよね。しかも、前の経営戦略というのは１０年間の経営戦略だったわけですよ。  

 いろいろ状況が変わったからって言われるけども、１０年を見通してつくったもの

が２、３年で破綻したということですか。それぐらい、いいかげんな経営戦略だった

ということだと思うんですけど、そういう改定もせずに要は値上げを強行したという

ことでいえば全く根拠のない、要は、今度つくるやつっていうのは値上げした後の話

でしょう。後づけのようにつくるということですよね。和束町というのはそういうや

り方をされるところなんですかということが大変はっきりしたなと思うんです。大変

いいかげんなやり方で今度の値上げというのが強行されたというふうに言わざるを得

ないと思うんです。 

 ですから、本来はちゃんと今回の値上げをやる前に、こういう見通しでやるから値
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上げなんだというのが経営戦略でしょう。そういう点でも大変これは瑕疵があるとい

うふうに思うんですね。 

 中身の問題ですね、ちょっと触れたいと思うんですけど、私、これを読んで大変憤

っているんですよ。本当にこれを配られるんかと思うぐらいのやつですけど、私が思

いますのは、料金値上げの原因ですよね。何で値上げするのか、原因は何だったのか

ということなんですけど、これを読んでますと、「皆さんの水道使用料が減って料金

収入が減少したから」って書いてあるんですよ。「今までは料金値上げせんと事業を

運営してきたけど、このままでは地震などの大きな自然災害が起こったり水道施設や

水道管の老朽化整備に対応できなくなるおそれがあります」というふうに、Ｑ＆Ａで

は、「近年、和束町に住む人たちが少なくなってきたり」というのもあるんですよ。 

 でも、９月議会でしたかね。私が人口減少が原因であるというんだったらという話

をしましたよね。でも、そのとき課長は「それは大きい原因ではない」と否定されま

したよね。なのにＱ＆Ａでは「人口が減ってることが料金値上げの原因だ」というふ

うに言ってるんですよ。これはどういうことですか。あれからまた原因が変わったん

ですか。 

 それから、地震とかが起こって対応できなくなるということなんかは一回も言って

おられませんよね。それはまた新たに出てきた原因だったんですか。その辺どうなん

ですか、いかがですか。 

○議長（岡田泰正君） 

 岡本議員に申し上げます。水道関連の質問としては受けさせていただいているんで

すけれども、本委員会におきましては補正予算に関するものが主題となっております

ので、次の質問については質問事項を変えていただきますようにお願いしたいと思い

ます。 

○議長（岡田泰正君） 

 建設事業課長。 
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○建設事業課長（馬場正実君） 

 はい、ご答弁させていただきます。 

 今の質問でございますが、あくまでも人口減少も水道の使用料の減少も一要因とな

っております。 

 ほかに言いますと、特に平成２２年の東日本大震災の関係で耐震関係の基準が変わ

ったこと、というようなことの要因が加味された上での金額の算定になりますので、

その部分についてはご理解願いたい。それが全て工事費及び事業費に動いたというこ

とと、それと私が一番言いたいのは、独立採算制の事業でございます。応分の負担に

つきましては住民の方にお願いせざるを得ないということについては水道事業の根幹

でございますので、そのあたりも含めまして、当初２５％の値上げで何とか持ちこた

えたいというのは平成２８年度の経営戦略でございますが、その後、事業完了まで何

とか引っ張りましたけども、このままでいきますと令和４年度以降の起債の償還及び

事業の運営等に支障を来すということが判断できましたので、料金改定の条例を提出

させていただいたということでございます。 

○議長（岡田泰正君） 

 ７番、岡本議員。 

○７番（岡本正意君） 

 議長にお願いしたいんですけども、今、補正予算にのってないから質疑はしてほし

くないと言われましたよね。しかし、これは前の補正でつくられたやつが執行されて

るわけですよね。実際これが既にホームページに挙げられて、実際にこれが公表され

てると。この中身がどうなのかということはここで質さなかったらどこで質せるんで

すか。そういう場所を別にいただけるんでしょうか。これは産業委員会にも示してな

いでしょう。議会に一度もちゃんとこういったものを出しますということを示さない

まま、今、突然出してるんですよ。これはどうなんですかって言おうと思っても、そ

れは補正にのってないから質疑できませんといったら、じゃあ、どこで質疑したらい
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いんですか、議長。それでもここでやったら駄目なんですか。 

○議長（岡田泰正君） 

 本委員会は補正予算の審議になってますので、それに徹していただきたいと思いま

す。 

○７番（岡本正意君） 

 もちろんのってない部分でいろいろ進捗しているわけですから、そこは柔軟に対応

いただきたいと思うんですが、一応、そういう要請もありますので、私の言いたいこ

とだけ言っておきますと、先ほど地震云々なんて今まで一回も言ってこなかったじゃ

ないですか。「このままでは地震や洪水などの大きな災害が起こったり、水道施設が

古くなったら対応できなくなるかもしれません」というふうにこれはほとんど脅しで

すよね。そんなこと今まで一回も言ってなかったのにね、やはり今まで言っておられ

たのは借金返さなくちゃいけないということでしょう。起債のピークが何年後に来る

から、それに間に合わなくなるから値上げなんだと町長は言われましたよね。このこ

とはここに一つも書いてないですよ。 

○議長（岡田泰正君） 

 岡本議員、質問を変えてください。 

○７番（岡本正意君） 

 質問してません。意見を言ってるんです。 

 ですから、やるんだったらちゃんとしたことを書いてください、説明しなくちゃい

けないことを説明しないわけですから。 

 最後に指摘だけしておきますけど、最後にこう書いてありますね。「使用料金を上

げることについては、今までいろんな人たちがたくさん時間をかけて話し合ってきた

んだ」と書いてありますよね。いろんな人たちって誰ですか。水道委員さんだけでし

ょう。たくさん時間かけてきたってね、年数はたくさんかもしれないけど、実際はそ

んなにかけてないじゃないですか。そういう住民の方をばかにしてるんじゃないかと
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いうような説明ですね。これしかないっていうようなことでは大変不十分ですし、和

束町としてもうちょっと責任のある説明をしていただきたいなと。正しいことをちゃ

んと書いていただきたい。書くべきことをちゃんと書いていただきたいなと思います

ので、質問したらあかんて言うてはるので、答弁は結構ですけど、そこはちゃんと見

ていただいて、和束町として恥ずかしくない説明していただきたいと思いますので、

その辺、町長もよろしくお願いしたいと思います。 

 こんなん配ったら恥ずかしいですよ、本当に。 

 次にですね、ワクチンの関係で関連して総務課長に一つだけ聞いておきたいんです

けども、やはりワクチンの接種がオミクロン株の拡大ということが見通される中で大

変大事なんですけども、同時に検査というものもやはり大事だと思うんです。これは

委員会でも言いましたけども、もう１回だけ聞いておきたいんですけど、６月議会で

補正されたＰＣＲ検査の補助ですね、いまだに執行されてないと。あれからまた委員

会からも半月以上経ってるけど、いまだにホームページでも何も言われてないですよ

ね。言われましたか。この前、国の動きもあるからって言われましたね。じゃあ、ど

ういう形でされようとしているのか、その辺、説明だけお願いできますか。 

○議長（岡田泰正君） 

 総務課長、答弁 

○総務課長（岡田博之君） 

 岡本議員のご質問にお答えさせていただきます。 

 ホームページにつきましては、１２月１日に載せさせていただいております。新型

コロナウイルスという緊急のところの大項目のところに載せておりますので、ご確認

のほうをお願いしたいと思います。 

 それと、今回、国におきましては、ＰＣＲ検査の無料化ということで１１月に私ど

ものほうに連絡がございました。４７都道府県が事業主体になりますが、ワクチン検

査パッケージという利用を促すということで、国のほうでは１２月中にその制度を確
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立するということで聞いているところでございます。 

 和束町につきましては、３分の２の補助ということで現在させていただいていると

ころでございますが、都道府県の歩調に合わせながら町長のほうに上申をさせていた

だきまして、予算につきましては１人１万３,０００円を上限に３００人分組ませて

もらっておりますので、それを活用させていただきたいというふうに考えているとこ

ろでございます。 

○議長（岡田泰正君） 

 ７番、岡本議員、最後の質問です。 

○７番（岡本正意君） 

 今回、国のほうの無償化というのは一定限られた方が対象ですので、それはそれで

やってもらったらいいんですけども、やはりできるだけ今後制限なく多くの方が無償

で受けられるという方向でやっていただくことが大変大事だと思いますので、今せっ

かくつくられた補助制度というのがありますので、その辺、もう少し受けやすいよう

な方向で、改定も考えていただきたいというふうに思います。 

 最後に、子育て世帯の関係で１点だけ給付の関係なんですけども、福祉課長に確認

なんですけども、一応、先ほど高校生までのとこの部分は説明がありましたけども、

今後、対象者が来年３月３１日までにお生まれになったお子さんということで言われ

ております。今後、出生予定というのも一定つかんでおられると思うんですけども、

その辺の順次対象になっておられるとこの扱いの部分だけ確認だけお願いします。  

○議長（岡田泰正君） 

 福祉課長、答弁。 

○福祉課長（北 広光君） 

 岡本議員のご質問にお答えいたします。 

 ３月末までということで、出生に係るものにつきましては、実は今回、また前回の

専決でさせていただきました１,６８０万円、今回の分と合わせまして３,３６０万円
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でございますが、この中に１０月以降生まれる見込みということで、１０名分の児童

数は一応見込ませていただいております。 

 また、国の基準として約１０％の割増しで見て、万が一の転入等に対応できるよう

にということで国のほうからの指示もいただいておりますので、今のところ３月末ま

での出生があったとしても、今回の予算を可決いただきましたら、全て対応できるか

というふうに想定しているところでございます。 

○議長（岡田泰正君） 

 会議の途中ですが、ただいまから午後１時３０分まで休憩します。 

休憩（午前１１時３８分～午後１時３０分） 

○議長（岡田泰正君） 

 休憩前に引き続き会議を開き、質疑を続けます。 

 ２番、髙山議員。 

○２番（髙山豊彦君） 

 午前中に岡本議員のほうからいろいろ水道の関係でご質問がございました。私から

も簡易水道の補正予算に関して質問させていただきたいと思います。 

 昨日、石寺橋の横の水管橋の補修工事を行っていただきました。やはり以前にも９

月議会でも簡易水道の関係で質問させていただきましたけども、特に西和束地域、西

部の地域の中で石寺橋の水管橋のような状況になっているところというのは、ほかに

あるのかないのか教えていただけますか。 

○議長（岡田泰正君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 今の髙山議員のご質問でございますが、現在、水管橋を使っている橋は数橋ござい

ます。その中でも白栖にございます２橋、それから石寺にございます２橋、これは石

寺橋も含んでおります。この４橋の水管橋は早急に架け替えなければならないという
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状況にあるのが現実でございます。これは４０年近く経っておりますので、老朽が進

んでいるということでございます。 

○議長（岡田泰正君） 

 ２番、髙山議員。 

○２番（髙山豊彦君） 

 ４橋あるということで、まだこれから４カ所について補修をしていかないといけな

いということですね。この補修については町の単費で補修をしていくということにな

ると思うんですね。これまでも水管橋だけではなくて、配水管についても漏水があっ

て、何カ所か石寺でも掃除し、撰原でもありましたし、何カ所かの補修工事をされて

おられます。ですから、その都度その都度そういう単費の補修をこれまで繰り返して

こられたんですね。 

 今もご答弁がありましたけど、やはり４０年以上、経過している配水管ですから、

どこで、いつ漏れるか分からない状況にあるわけですね。ですから、その都度その都

度単費で補修していくというのは非常に無駄な事業になるということだと思うんです

ね。そういう意味では、前回もご質問させていただきましたけど、西部全体のより早

い全体の配管の入替えをやるべきだというふうに考えているんですが、先ほど岡本議

員からも経営戦略どうなっているのかというようなお話もございました。そのあたり

の考えをぜひご答弁お願いしたいと思います。 

○議長（岡田泰正君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 ご答弁させていただきます。 

 今おっしゃられたとおり、和束町内の水道管につきましては約７０キロございます。

このうちの旧西部水源の部分につきましては、施工後４０年が過ぎたというような状

況になっておりまして、この部分の早期の改修が必要であるということになります。 



― 56 ― 

 次期、令和４年度以降の経営戦略の中にこの計画については盛り込んでいきたいと

いうふうには考えておるところでございますが、現実でいいますと、人口減少の増、

それから、９月定例会でもかなり議論になりました起債の償還等々がございます。こ

れを今回の料金改定等々も含みまして検討した上で、早期に計画を挙げたいというと

ころでございます。 

 今、髙山議員がおっしゃられたとおり、その場その場の補修で単費対応ということ

が出ておりますので、これを抜本的にやり換えるというのは早期の簡易水道事業の課

題だと思っております。 

○議長（岡田泰正君） 

 ２番、髙山議員。 

○２番（髙山豊彦君） 

 しっかりとこの経営戦略を立てていただいて、西部の配管の工事を早急に実施して

いただけるようにお願いしたいというふうに思いますので、あとはそのためにやはり

住民の皆さんにしっかりとそこを理解していただく努力は、先ほども出ておりました

けれども、その努力はしっかりとやっていただくということが必要だと思いますので、

ぜひ、そのあたりについてもよろしくお願いします。 

 以上です。終わります。 

○議長（岡田泰正君） 

 ７番、岡本議員。 

○７番（岡本正意君） 

 先ほど午前中に総務課長に検査の補助について、一応、周知いただいているという

ことで確認したんですけど、確かにありましたけど、いわゆるかなり探さないと届か

ないんですね。要は、新型コロナウイルスの情報だけ一応独立していただいています

けども、要は、そこにすぐに見えない状況がありましたし、新着情報にも入っており

ません。ですので、やはりもう少し分かりやすいように表示いただきたいと思います
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ので、そこは要望だけしておきたいと思います。 

 一般会計の１６ページの道路維持費の関係で町道維持修繕工事に３００万円計上さ

れておりますけども、この辺の説明をお願いします。 

○議長（岡田泰正君） 

 建設事業課長、答弁。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 はい、御答弁させていただきます。 

 今の岡本議員の分につきまして、請負工事費で３００万円を計上させていただきま

した。これにつきましては、中から童仙房に抜ける町道でございます。この町道の１

橋は定期的な橋梁点検の中で４という判定が出ました。早急にこの橋の補修をしない

と、その奥で茶を作られている方等に影響が出ますので、応急な対応をしたいという

ことで、今回、予算計上しております。 

 橋梁につきましては、丸尾二橋という橋でございます。 

○議長（岡田泰正君） 

 ７番、岡本議員。 

○７番（岡本正意君） 

 それと、関連してですね、いわゆる町道関係でいいますと、繰り返し言っておりま

すけども、通学路の関係等で、一定、やはり年に何回か全国でも重大な事故等も行っ

ている中で、安全確保というのは大変大事になっていると思うんですけども、その辺

の前から言ってますように、通学路に関する安全確保のためのいわゆるペイントも含

めての措置というのがその後もされてないというふうに思うんですけども、その辺は

どのような問題意識を持っておられるのか、今後、通学路の関係の歩道等がつけられ

ない状況がありますから、特に地域内のところが多いわけですけども、そこについて

のそういったものは今後予定されているのかどうか、その辺、いかがですか。 

○議長（岡田泰正君） 
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 建設事業課長、答弁。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 今の質問でございますが、本年度の予算に舗装の若干の修正、それから通学路の安

全に対する確保ということで予算計上させていただいておりまして、それについては

測量実施しております。年度内には一定の箇所について、修繕もしくは改修していき

たいということで動いております。年明け早々に発注という形で今、準備をしており

ますので、御理解のほうをお願いしたいと思います。 

○議長（岡田泰正君） 

 ７番、岡本議員。 

○７番（岡本正意君） 

 よろしくお願いしたいと思います。 

 次に、その下の新設改良費の関係で、今回、過疎対策事業債を財源として、町道舟

尾八王子線改良事業ということで補償金として１００万円上がっておりますけども、

この辺の事業の今後どういうふうに進めていくのか説明をお願いします。 

○議長（岡田泰正君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 今の件でございますが、場所につきましては町道舟尾八王子線、地元の方には舟尾

より場と言われるところなんですけども、ここから通称観音さんと言いますけども、

抜ける間の道でございます。若干、路肩が落ちておりまして、この部分を修繕したい

ということで改修する計画を２年前に立てて、事業には取り組んできました。ただ、

ここには埋設管として水道と下水が入っております。水道の部分について当初の設計

以上に工事費がかかってくるということが判明しまして、今回、実施設計を組むに当

たり１００万円の事業費がかかってきます。 

 今回、道路のほうの工事を行いますので、町道のほうから補償金という形で計上さ
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せていただいて、事業につきましては水道の会計のほうで発注するということで、水

道のほうに補正で１００万円上げさせていただいています。 

○議長（岡田泰正君） 

 ７番、岡本議員。 

○７番（岡本正意君） 

 いわゆるそこの寄合所のところから舟尾に抜けていく道の途中だと思うんですけど

も、あそこは道の幅が端の方ちょっと落ちてるという状況があって、以前から地域で

も改修の要望があって、今回やっていただけると思うんですけども、具体的にどのよ

うな期間で工事に入られるのか、入った場合に交通規制等はあるのか、その辺はいか

がですか。 

○議長（岡田泰正君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 今の質問でございますが、具体的には、今回の補正予算が通過後、設計を再度見直

します。これは１２月の標準価格に変更する関係でございます。それが終わりました

ら１月早々にも発注ができると思います。発注しまして、その後、約２カ月弱は現場

はかかると思っておりますので、年度末完成を目指して仕事をしていきたい。  

 ただ、この間、別所区につきましては全面通行止めという形での工事になりますの

で、今、トンネル工事や他の工事等も含めまして、この周辺での工事がありますので、

かなり地元の方には御迷惑をおかけすることになるんですが、そこのところは御理解

願いたいということで考えております。 

○議長（岡田泰正君） 

 ７番、岡本議員。 

○７番（岡本正意君） 

 地域の方の交通の問題もありますし、いろいろ他の業者さんとかの関係の車両等、
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また、ごみ収集車等の関係等も関係してくると思いますので、その辺、支障のないよ

うにぜひお願いしたいというふうに思います。 

 それで、ちょっと議長にお願いしたいんですけども、先ほどここの関係ないことは

質疑できないということでしたけども、先ほど町長のほうから冒頭、いわゆるクマの

出没について新たな情報として報告をいただきました。大変、住民の方からも、今回

初めてということで、いろいろ不安のほうも聞いているということもありますので、

１点だけ先ほどの町長の報告に関連して確認したいことがございますので、その質疑

をお願いできるでしょうか。 

○議長（岡田泰正君） 

 そしたら、１点だけ許可します。 

○７番（岡本正意君） 

 先ほど町長の報告の中で、今回出没したというか、わなにかかっていたクマが１歳

の小グマということで初め出てましたけど、４歳のメスということで報告がありまし

た。その点についてですけども、いわゆる１歳の小グマが出たということであったの

と、今回４歳であったということで、いわゆるクマの今後の対応について何か変わる

ことがあるのかということなんですね。 

 ４歳といいますと、ちょっと調べたんですけど、人間でいいますと子供を生む年齢

らしいんですね。そういう点では、今後繁殖していくということもあると思うんです

けども、京都府とも連携いただいて対応いただいているとは思うんですけども、今後

このクマの生息という部分で、和束町で今回初めてでしたけども、今回は例えば一時

的なもので、生息地域としてはまだ認定されてないのか、それとも今後はそういう生

息が可能性のあるということで今後対応を検討されていく状況なのかというのを確認

をしたいということと、それから、住民の方からも、一応、防災無線等で周知はいた

だいたんですけども、やはりもう放されたということもありますし、山に入るときに

クマが出ましたとかいう意味での紙ベースの周知であるとか、また、立て看板とか、
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そういった部分での注意喚起というものもされているのかどうかですね、その辺も含

めて報告をお願いしたいと思います。 

○議長（岡田泰正君） 

 町長、答弁。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えいたします。 

 最初の１点目でありますが、この地域でのクマというのは、指定は受けてないわけ

でありまして、今回のこういう事態があることによって京都府のほうも見直しをかけ

る、こういう姿勢であることを確認しております。 

 それと、今、言われますように、緊急な場合は緊急でやりましたですが、住民に周

知が必要な施策を取っていきたいと、このように思っております。 

 確かに、その場その場によってしたところは、法律に基づいているとはいえども、

これは京都府にも求めていたわけなんですが、まず保護していただく施設とか、これ

は京都府にも相当時間をかけていただきました。そして５０カ所当たってもらった。

そこでやむを得ず法律に基づいて処置をしたわけなんですが、今、御質問ありますよ

うに、十分こういう配慮をして、住民に危害が起こらないような状態に努めていきた

いと、京都府と十分連携を取りながらやってまいりたいと、このように思います。  

○議長（岡田泰正君） 

 ほかに質疑ありませんか。 

 それでは、質疑を終結いたします。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 討論を終結いたします。 

 これより、採決いたします。 

 採決は１件ごとに行います。 
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 議案第５４号 令和３年度和束町一般会計補正予算（第５号）を原案のとおり決定

することに賛成の方は起立願います。 

 起立全員です。 

 したがって、議案第５４号 令和３年度和束町一般会計補正予算（第５号）は、原

案のとおり可決されました。 

 議案第５５号 令和３年度和束町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）を原案

のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

 起立全員です。 

 したがって、議案第５５号 令和３年度和束町国民健康保険特別会計補正予算（第

２号）は、原案のとおり可決されました。 

 議案第５６号 令和３年度和束町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）を原案

のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

 起立全員です。 

 したがって、議案第５６号 令和３年度和束町簡易水道事業特別会計補正予算（第

２号）は、原案のとおり可決されました。 

 議案第５７号 令和３年度和束町介護保険特別会計補正予算（第３号）を原案のと

おり決定することに賛成の方は起立願います。 

 起立全員です。 

 したがって、議案第５７号 令和３年度和束町介護保険特別会計補正予算（第３号）

は、原案のとおり可決されました。 

 日程第９ 発議第９号 介護施設利用者の「補足給付」制度見直しの中止を求める

意見書を議題といたします。 

 提案理由及び議案の説明を求めます。 

 岡本正意議員。 

○７番（岡本正意君） 
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 発議第９号の提案理由を申し上げます。 

 この間、高齢者の負担が著しく重くなっており、生活苦が厳しくなっております。

頼みの年金収入が年々減少するとともに、とりわけ重い負担になっているのが介護保

険です。 

 本町では今年４月からの介護保険料が基準額で月額１,４００円も値上げ、月額７,

６００円となり、制度スタート時の保険料と比べ３倍を超えています。利用料負担も

負担増が繰り返され、今年８月から特養や老健施設を利用する低所得者の高齢者を対

象とする補足給付が見直され、ショートステイ利用者も含め、大幅な負担増となって

おります。 

 意見書にもあるように、補足給付は２００５年の制度改定で食費・居住費を全額自

己負担にした際に、低所得者に配慮するとして導入されたものです。今回の見直しは

これらの配慮さえなくし、ますます介護の安心を奪う冷酷な仕打ちであり、多くの高

齢者が貧弱な国民年金に頼る本町の実情からも容認できないことから、本意見書を提

案するものです。 

 それでは、別紙読み上げまして提案させていただきます。 

 発議第９号 

      介護施設利用者の「補足給付」制度見直しの中止を求める 

      意見書 

 上記議案を別紙のとおり、地方自治法第１１２条及び会議規則第１４条の規定に基

づき提出します。 

 令和３年１２月２１日 

提出者 和束町議会議員 岡本 正意 

 和束町議会議長 岡田 泰正 様 

      介護施設利用者の「補足給付」制度見直しの中止を求める 

      意見書 
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 特別養護老人ホームなどの利用料が８月から跳ね上がり、費用が２倍にもなるケー

スも生まれています。今回の見直しは、住民税非課税世帯の利用者の食費・居住費を

補助する「補足給付」制度に関するものです。 

 見直しの内容は、①特養、老健施設等の入所者で低所得者(年金収入月１０万円超)

の食費負担を月２万円から４万２,０００円に値上げし、ショートステイの食費を全

ての住民税非課税世帯で１.５から２倍に値上げする②資産要件を「預貯金額１００

０万円以下」から、収入の区分に応じて「５００万～６５０万円以下」に変更という

ものです。見直しの影響で「補足給付」の対象外となれば、年金収入８０万円以下の

場合、食費・居住費の負担が月６.６万円も増えます。 

 そもそも「補足給付」は、２００５年の制度改定で食費・居住費を全額自己負担に

した際に、住民税非課税世帯など低所得者に配慮するとして導入された制度です。今

回の改定は、その配慮をもなくし、制度の趣旨に真っ向から反するものであり、コロ

ナ禍の最中での見直し実施は、苦境にある高齢者や家族に追い打ちをかける血も涙も

ないやり方と言わざるを得ません。年金支給額が年々減少する一方で、介護保険料や

利用料の負担は増え続け、安心できる介護は遠のくばかりの実態です。政府におかれ

ては、「補足給付」制度の見直しを中止し、負担軽減こそ行い、安心できる介護保険

制度に責任を持つことを強く求めるものです。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。 

 令和３年１２月２１日 

 内閣総理大臣   岸田 文雄 様 

 財 務 大 臣  鈴木 俊一 様 

 厚生労働大臣  後藤 茂之 様 

                           京都府相楽郡和束町議会 

 以上です。よろしくお願いします。 

○議長（岡田泰正君） 
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 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 質疑なしと認めます。 

 質疑を終結いたします。 

 これから討論を行います。 

 ６番、井上議員、賛成ですか、反対ですか。 

○６番（井上武津男君） 

 反対です。 

 それでは、私、介護施設利用者の「補足給付」制度見直しの中止を求める意見書に

対して反対の立場で討論いたします。 

 ２０２５年において団塊の世代が一斉に後期高齢者となり、医療制度・介護制度を

圧迫する事態に至ります。政府においては、これらに配慮して自分たちで個々に消費

する食費については、自己負担の原則により「補足給付」見直しが必要と考え、生活

にある程度ゆとりのある世帯に対して見直しの方策が取られる結果となり、今回の制

度改革となりました。 

 それゆえ継続的な介護制度安定のため必要と考え、反対討論といたします。 

○議長（岡田泰正君） 

 岡本議員。 

○７番（岡本正意君） 

 日本共産党の岡本正意です。 

 発議第９号について賛成討論を行います。 

 今回の見直しは、補足給付の事実上の廃止にも等しい内容であります。仮に資産要

件での除外を免れても負担は通常負担とほとんど変わらず、もし資産要件で除外され

れば大幅な負担増となる危険がございます。 

 資産要件はこれまで一律に単身１,０００万円以下、夫婦２,０００万円以下でした
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が、８月から年金収入を３段階に分け、単身で５００万円から６５０万円以下、夫婦

で１,５００万円から１,６５０万円以下とし、条件を厳しくしております。 

 この程度の預貯金に目くじらを立ててお金があるだろうと言わんばかりの負担増で

すが、特養や老健施設の利用料は施設により違いはありますが、何もかもがお金次第

で、月に１０万円超えの負担は当たり前となっており、この程度の資産はあっという

間に底をつくのが実態で、まさに身ぐるみ剥ぐ政府のやり方は血も涙もないもので、

許されないことです。 

 コロナ禍の下、様々に制約が多い生活を強いられる中、急速に心身が衰え、弱られ

る高齢者が増え、介護を必要とするケースも増える傾向にございます。本来ならこの

ようなときに安心してケアを受けられることで心身の不調を回復し、生活を維持して

いくことにつなげるのが介護保険制度の役割ではないでしょうか。この間の保険料値

上げや補足給付の負担増は介護保険の果たすべき役割から逆行し、高齢者やその家族

をますます追い詰めるものです。 

 本町は今後ますます高齢化が進むことは明らかであり、高齢者が安心して住み続け

られる環境づくりは本町のまちづくりの大きな柱となります。その意味でも、今回の

補足給付の見直しによる大幅な介護費用の負担増は容認できませんし、中止すべきも

のであることを強調し、賛成討論といたします。 

○議長（岡田泰正君） 

 ほかに。 

 討論なしと認めます。 

 討論を終結いたします。 

 これより、採決いたします。 

 発議第９号 介護施設利用者の「補足給付」制度見直しの中止を求める意見書を原

案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

 起立少数です。 
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 したがって、発議第９号 介護施設利用者の「補足給付」制度見直しの中止を求め

る意見書は、否決されました。 

 日程第１０、発議第１０号 気候危機打開への真剣な取り組みを求める意見書を議

題といたします。 

 提案理由及び議案の説明を求めます。 

 岡本正意議員。 

○７番（岡本正意君） 

 発議第１０号についての提案理由を申し上げます。 

 意見書にもあるように、気候変動による危機の実態は極めて深刻であります。国連

は２０３０年までに温室効果ガスの排出を２０１０年比で４５％削減し、２０５０年

までに実質ゼロを達成できなければ気温上昇を産業革命前と比べて１.５度までに抑

制できないとしております。１.５度までに抑制できればよいということでもなく、

１.５度上昇でも大きなリスクが増大し、温室効果ガスが一定濃度を超えてしまうと

後戻りできない破局的な事態に陥るとまで言われております。当面の重要な節目とな

っている２０３０年まで１０年を切る中、気候危機打開への取組はまさに緊急かつ死

活的な待ったなしの問題です。しかしながら、政府の方針や対応はそれにふさわしい

中身となっておらず、真剣な取組を求める必要があることから、本意見書を提案いた

します。 

 別紙読み上げまして提案させていただきます。 

 発議第１０号 

気候危機打開への真剣な取り組みを求める意見書 

 上記の議案を別紙のとおり、地方自治法第１１２条及び会議規則第１４条の規定に

基づき提出します。 

 令和３年１２月２１日 

提出者 和束町議会議員 岡本 正意 
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 和束町議会議長 岡田 泰正 様 

気候危機打開への真剣な取り組みを求める意見書 

 気候危機と呼ぶべき非常事態が、異常気象や森林火災等の多発、海面上昇などの脅

威が世界を襲い、日本でも豪雨や猛暑など深刻な影響があらわれています。国連は２

０３０年までに温室効果ガスの排出を２０１０年比で４５％削減し、２０５０年まで

に実質ゼロを達成できなければ世界の平均気温の上昇を産業革命前に比して１.５度

までに抑制できないことを明らかにし、人間の影響が温暖化を促進させたと断言しま

した。 

 現在、パンデミックを引き起こしている新型コロナウイルス等の感染症が多発する

背景にも環境破壊と温暖化があります。英国のグラスゴーで開催されたＣＯＰ２６は

様々な各国の事情はありつつ、成果文書に気温上昇を産業革命前と比べ１.５度に抑

える努力の追求が明記され、ＣＯ ２を大量に出す石炭火力発電も段階的削減で合意し

ました。世界５位のＣＯ２排出国である日本の責任は重大です。 

 しかし、日本政府は２０３０年以降も石炭火力発電を使う姿勢を示し、２年連続で

「化石賞」を受けるなど世界から厳しい批判を浴びています。日本の排出削減目標は

２０３０年度に２０１０年度比４２％削減と世界平均を下回っており、大きく立ち遅

れています。 

 岸田首相は排出削減目標の上積みを表明せず、石炭火力の削減、廃止にも言及しな

いばかりか、国内外での新増設まで計画しており、ＣＯＰ２６で４６力国・地域が採

択した「先進国は３０年代、それ以外は４０年代に石炭火力を全廃する」とした声明

にも参加しませんでした。これでは気候危機打開へ役割を発揮できないだけでなく、

目標達成の足を引っ張ることになりかねません。 

 このまま気温上昇が続き気候危機が進行、深刻化すれば、異常気象やそれに伴う災

害が今以上に多発・激化し、地域の安全安心がさらに脅かされるとともに、本町の基

幹産業である茶業をはじめ、農業の前途にも深刻な影響を及ぼすことが非常に危惧さ



― 69 ― 

れます。それは地域経済はもとより食糧の生産・確保という生存に関わる問題にも直

結します。 

 政府におかれては、削減目標の引き上げや石炭火力の廃止に一刻の猶予もなしに踏

み出し、再生可能エネルギーの導入や省エネ推進など具体的行動を直ちに開始し、気

候危機打開へ真剣に取り組むことを強く求めます。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。 

 令和３年１２月２１日 

 内閣総理大臣  岸田 文雄 様 

 経済産業大臣  萩生田光一 様 

 国土交通大臣  斉藤 鉄夫 様 

 環 境 大 臣  山口  壮 様 

                           京都府相楽郡和束町議会 

 よろしくお願いします。 

○議長（岡田泰正君） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 質疑なしと認めます。 

 質疑を終結いたします。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 ６番、井上議員。 

○６番（井上武津男君） 

 反対です。 

 それでは、私のほうから、気候危機打開への真剣な取り組みを求める意見書に対し

て反対の立場で討論いたします。 
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 政府は、ＣＯＰ２６に先立つ１０月２２日に新たなエネルギー基本計画を閣議決定、

２０３０年度の温室効果ガス排出量を１３年度比で４６％削減する目標の実現に向け、

再エネルギーを「主力電源として最大限の導入に取り組む」と明記した。 

 従来の温室効果ガス削減目標である１３年度比２６％削減を大きく上回っており、

その前提として３０年度の電源構成で再エネルギーを３６％から３８％にする目標を

掲げた。これは１９年度実績である約１８％の約２倍に当たる。 

 資源エネルギー庁の２０１９年度実績と２０３０年度目標の電源構成を見てみると、

太陽光発電・風力発電などの再生エネルギーは１８％程度から約３６％から３８％程

度、原子力エネルギーは６％程度から約２０％から２２％程度、ＬＮＧエネルギーは

３７％から約２０％程度、石炭エネルギーは３２％程度から約１９％程度、石油など

エネルギーは７％程度から約２％程度、水素・アンモニアエネルギーは０％から約

１％程度と目標が掲げられている。これはミックスエネルギーが必要不可欠であると

の理由による。 

 しかしながら、再生エネルギーは環境問題・騒音問題が近年多発している。さらに

天候による電量の変動、賦課金の上昇は企業や家計を圧迫する。そのため、出力調整

が容易な火力発電が必要となる。今後は燃やしてもＣＯ ２を排出しない水素やアンモ

ニアなどを活用することでゼロミッション化を進める方針を政府は考えているとして

いる。 

 なお、中国やアメリカなどのＣＯ ２排出大国が性急にＣＯ ２削減に取り組んでくれ

ないことにはこの問題は解決しない。日本政府においては粛々と目標達成されること

を願い、反対討論といたします。 

○議長（岡田泰正君） 

 ほかに討論ありませんか。 

 ７番、岡本議員。 

○７番（岡本正意君） 
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 賛成です。 

 発議第１０号についての賛成討論を行います。 

 提案理由でも述べたように、気候危機の進行は極めて深刻であり、待ったなしの状

況ですが、意見書でも指摘しているように、政府の姿勢や取組は甚だ不十分であるだ

けでなく、逆に、足を引っ張る存在になっております。意見書では日本の目標が２０

１０年比４５％減に届かない４２％減にとどまっていることを上げておりますが、ち

なみに、世界の先進国の目標を紹介すると､ＥＵは５５％減、イギリスは６８％減、

アメリカは５０から５２％減など、最低でも５０％以上、６０％台となっております。

同じ先進国の中でも日本の目標がいかに低いかは明らかです。 

 先のＣＯＰ２６では、１.５度上昇抑制で一枚岩になれたわけではありませんが、

次回の会議までに目標の見直しを行うことが確認されております。しかし、岸田総理

は最近の国会答弁でも目標の見直しさえ消極姿勢に終始し、真面目に気候危機に向き

合おうとしているとは残念ながら言えません。その背景には、意見書でも指摘してい

るような石炭火力発電の削減・廃止に背を向け、新増設さえ計画する石炭火力にしが

みつく姿勢があるとともに、いまだに原発にしがみつき、再生可能エネルギーの普及

や推進に本腰を入れない政府の姿勢がございます。このままでは日本が気候危機の深

刻化に手を貸すことになりかねないというよりも、現実になっていると言わざるを得

ません。 

 今年の４月初旬、和束の茶畑を深刻な凍霜害が襲いました。これまで十数年、数十

年に一度と言われてきた霜被害がここ数年連続して発生している事態に多くの農家の

方から、「気候がおかしいんではないか」、「毎年発生するんではないか」、「その

うちお茶が作れなくなるのではないか」、そのような危機感を口にされております。 

 また、異常な高温、異常な豪雨、それに伴う命の危険、災害の危険は多くの方が実

感されていると思います。そして、今、世界を席巻しているコロナ感染症による危機

もこの間の人間によるもうけ優先の経済活動、乱暴な開発等による環境破壊、それに
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伴う気候変動の進行と深く関係していることは明瞭であり、これ以上の環境破壊は新

たな未知のウイルスの放出、感染症パンデミックの頻発にもつながる危険性を広げる

ことは避けられません。私たち１人１人が意識を変え、できることから行動すること

は重要ですが、それを無駄にしないためにも、政府が化石から抜け出して本気になっ

て気候危機に向き合い、具体的に行動されることが不可欠であり、決定的であること

を申し上げて、本意見書への賛成討論といたします。 

○議長（岡田泰正君） 

 ほかにございますか。 

 討論なしと認めます。 

 討論を終結いたします。 

 これより、採決いたします。 

 発議第１０号 気候危機打開への真剣な取り組みを求める意見書を原案のとおり決

定することに賛成の方は起立願います。 

 起立少数です。 

 したがって、発議第１０号 気候危機打開への真剣な取り組みを求める意見書は、

否決されました。 

 日程第１１、発議第１１号 新型コロナ経済対策の改善を求める意見書を議題とい

たします。 

 提案理由及び議案の説明を求めます。 

 岡本正意議員。 

○７番（岡本正意君） 

 発議第１１号についての提案理由を申し上げます。 

 昨日の国会でコロナ経済対策を盛り込んだ過去最大規模と言われる補正予算が成立

いたしました。しかし、その内容は、意見書でも指摘しているように、困っている人

に届かない極めて不十分なもので、国会審議を経ても抜本的な改善は行われないまま
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成立しました。そのため課題はまだ山積したままであり、引き続き改善を求め、困っ

ている人を本当に支え救済する、全ての国民が安心できる対策を行わせる必要がある

ことから、本意見書を提案するものです。 

 読み上げまして提案いたします。 

 発議第１１号 

新型コロナ経済対策の改善を求める意見書 

 上記議案を別紙のとおり、地方自治法第１１２条及び会議規則第１４条の規定に基

づき提出します。 

 令和３年１２月２１日 

提出者 和束町議会議員 岡本 正意 

 和束町議会議長 岡田 泰正 様 

新型コロナ経済対策の改善を求める意見書 

 政府は、財政支出５５.７兆円規模の新型コロナウイルス経済対策を決定しました

が、内容は、「困っている人に行き届く」支援にはなっていません。焦点となってい

る１０万円の給付金は、１８歳以下の子どもを対象にしたものは現金とクーポン券を

半々にし、時期をずらすやり方や対象世帯の線引き方法等に強い批判があります。住

民税非課税世帯への支給も要件が厳しく、苦境が続く学生も含め、多くの困っている

人が除外される実態があります。 

 また、マイナンバーカードの新規取得や健康保険証の利用登録等にマイナポイント

を支給するのは給付を引き換えにしたカードの普及が目的であり、生活支援とは言え

ません。 

 事業者への給付金は持続化給付金の半分程度にしかならず、対象時期も１１月から

５カ月間と今年１月以降の緊急事態宣言期間を除外するなど、極めて不十分です。  

 賃上げ支援も、賃上げ企業の法人税減税はこれまでも効果がなかった施策の継続で

あり、看護や介護、保育現場の労働者への賃上げは、月９,０００円や月４,０００円
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など現場から「一桁少ない」と声が上がるほどで、しかも対象は来年２月から９月ま

でで、それ以降は検討課題で目途もありません。これでは岸田総理が公約していた

「お困りの方に届ける」には程遠い内容であり、困っている国民１人１人に行き届く

支援に改善する必要があります。 

 コロナで生活に困っている人を広く対象にした給付金、持続化給付金や家賃支援給

付金の再給付、抜本的な賃上げ支援の実施などとともに消費税減税を真剣に検討し実

施するなど、政府は新型コロナで傷んだ国民生活を真剣に支援する内容に改善するべ

きです。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。 

 令和３年１２月２１日 

 内閣総理大臣  岸田 文雄 様 

 財 務 大 臣  鈴木 俊一 様 

 厚生労働大臣  後藤 茂之 様 

 経済産業大臣  萩生田光一 様 

 文部科学大臣  末松 信介 様 

 新型コロナ対策担当大臣   山際大志郎 様 

                           京都府相楽郡和束町議会 

○議長（岡田泰正君） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 質疑なしと認めます。 

 質疑を終結いたします。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 井上議員。 
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○６番（井上武津男君） 

 反対です。 

 それでは、私のほうから、新型コロナ経済対策の改善を求める意見書に対して反対

の立場で討論いたします。 

 政府は、１１月１９日に閣議決定した「コロナ克服・新時代開拓のための経済対策」

では、コロナ感染症で傷ついた経済を立て直し、国民の暮らし、雇用や事業を守り抜

く必要があるため、種々の方策を講ずるとした。 

 １０万円給付の支給方法では、当初２回に分けて行うことであったが、地方自治体

からの実情、また、一刻も早い給付を行うことが必要と察し、年内での全額現金での

一括給付など、三つの方法を明記した指針を各自治体に通知した。 

 また、住民税非課税世帯への「プッシュ型」現金給付に加え、厳しい状況にある学

生などには学びを継続するための緊急給付金を支給、生活困窮世帯には様々な生活支

援資金の延長や再支給制度の整備などを行い、新たな就労へとつなぐことができる方

策が講じられた。 

 マイナンバーカードでは、ポイント支給による生活支援の側面がある一方で、キャ

ッシュレス事業者への現金チャージ、商品購入など見込まれ、国民の消費を喚起し、

経済の活性化にもつながるとしている。 

 事業者に対しては、事業収入の減少額に応じた「事業復活支援金」の給付のみなら

ず、政府系金融機関による実質無利子・無担保融資について事業者ニーズに応じて見

直し、４月以降も継続するとともに、経営改善までのハンズオン支援や経営改善計画

の策定・実行支援などが行われる。 

 ガソリン・石油・灯油などの値上がりに対しては、備蓄品を緊急放出することで国

民生活に痛手のないよう計らい、また、賃上げの推進に当たっては、令和４年度税制

改正において、賃上げを行う企業への税制支援の抜本的強化が検討されている。  

 看護や介護、保育現場の労働者賃上げについても、来年２月から前倒しで実施、さ
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らに来年１０月以降も令和４年度予算で検討されている。 

 よって、様々な対策が講じられているため、反対といたします。 

○議長（岡田泰正君） 

 岡本議員。 

○７番（岡本正意君） 

 発議第１１号について賛成討論を行います。 

 今回の対策の目玉とされた１８歳以下の子供への給付金は、全国の自治体、給付対

象者、国民の厳しい批判を受けて、当初の現金とクーポンでの給付との政府の方針は

変更を余儀なくされました。変更そのものは当然のことですが、給付金一つ見ても、

政府・与党が国民生活よりも政治的思惑を優先していることが浮き彫りになりました。 

 子供たちへの給付金そのものは必要と思いますし、実際に助かる子育て家庭も多い

とは思いますが、選挙の際に岸田総理が公約されていた「困っている人に給付する」

は果たされておりません。早急に具体化すべき問題です。 

 給付金にも表れたように、対策全体として国民生活への支援よりも政治的な思惑が

優先されております。その最たるものがマイナンバーカードの取得とマイナポイント

支給を結びつけたことです。カード取得とキャッシュレス決済のひもづけに５,００

０円分、健康保険証の利用登録で７,５００円分、預貯金口座とのひもづけに７,５０

０円分などしております。これまで個人情報漏えい等のリスクへの不安や政府への不

信感からあれこれと優遇策を打ってもなかなか取得が増えずにいたマイナンバーカー

ドをコロナ禍に苦しむ国民の足元を見るような態度で、ポイントが欲しければカード

を作れ、個人情報を差し出せと迫り、マイナンバーカードの普及を進めるやり方はま

さに江戸時代の踏み絵と同じであり、このような露骨な政策誘導に約２兆円も使うの

は税金の悪用でしかありません。 

 同時に、今回のお金で釣るようなやり方は、このマイナンバーカードの普及という

ものがいかに国民にしっかりとしたものが語るものがないかということがはっきりし
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たんではないかと思います。 

 もう一つは軍事費の増額です。補正予算に７,７３８億円もの予算を計上したこと

で年間の軍事費の予算が初めて６兆円を超えております。額も問題ですが、中身はさ

らに問題だらけであります。軟弱地盤の問題など完成の見通しもない沖縄県名護市の

辺野古新基地関係に８１０億円、兵器製造大手企業への前払い金に４,２８７億円、

迎撃ミサイルに４４１億円などが計上されましたが、このような予算がなぜ今、緊急

に必要なのか意味不明であります。これだけの予算を生活支援に振り向ければどれだ

けの困っている人が救われるでしょうか。今回の補正に計上された看護・介護・保育

などの労働者の賃上げ分は約２,６００億円程度です。軍事費の補正分の３分の１に

もならず、軍事費の補正分を回せば、少なくとも今回の３倍の賃上げができるわけで

す。 

 困窮する学生への給付金の場合、予算は６７５億円にすぎず、軍事費補正分の１０

分の１以下であり、先ほど紹介した名護市の辺野古新基地関係の予算にも届きません。

これほど的を外した対策も安倍・菅政権の継承と言えるんではないかと思います。こ

れでは幾ら予算規模が最大規模でも国民生活に届かなければ生活や生業の再建に役立

たないばかりか、ますます悪化させることになる危険性が高いと言わざるを得ません。

改めて困っている人に速やかにとの国民への岸田総理の約束を果たすことを求め、賛

成討論といたします。 

○議長（岡田泰正君） 

 ほかにございませんか。 

 討論を終結いたします。 

 これより、採決いたします。 

 発議第１１号 新型コロナ経済対策の改善を求める意見書を原案のとおり決定する

ことに賛成の方は起立願います。 

 起立少数です。 
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 したがって、発議第１１号 新型コロナ経済対策の改善を求める意見書は、否決さ

れました。 

 日程第１２、委員会の閉会中の継続審査・調査についてを議題といたします。 

 各委員長から、会議規則第７５条の規定により、お手元に配付の申出一覧表のとお

り、閉会中の継続審査・調査の申し出があります。 

 お諮りいたします。 

 各委員長の申出のとおり、閉会中の継続審査・調査に付することにご異議ありませ

んか。 

 異議なしと認めます。 

 したがって、各委員長の申出のとおり、閉会中の継続審査・調査に付することに決

定いたしました。 

 お諮りいたします。 

 今期定例会に付された事件は、全て議了いたしました。 

 したがって、会議規則第７条の規定により、本日をもって閉会したいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 

 したがって、今期定例会は、本日をもって閉会することに決定いたしました。 

 町長、挨拶。 

○町長（堀 忠雄君） 

 令和３年第４回和束町議会の定例会を閉会されるに当たり、一言お礼のご挨拶を申

し上げさせていただきたいと思います。 

 まずをもって、最初に、提案させていただきました全議案につきまして、原案どお

りご承認いただきましたことを厚く御礼申し上げます。ありがとうございました。  

 また、本議会を通じて皆様方から多くのご意見、そしてご提言をいただきました。

これらをこれからの和束町の行政に生かさせていただき、そして事業の着実な運営に
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努めてまいりたいと、このように考えております。 

 引き続きまして、議員の皆さん方の一層のご支援とご協力をいただきますことをよ

ろしくお願いいたします。 

 なお、この冬は非常に寒いとも言われております。そして、コロナ禍にあります。

どうか皆様におかれましてはご自愛いただきまして、ご健勝にて新年を迎えられるこ

とをご祈念いたしまして、閉会に当たっての御礼のご挨拶とさせていただきます。  

 どうもありがとうございました。 

○議長（岡田泰正君） 

 これを持ちまして、令和３年和束町議会第４回定例会を閉会いたします。 

 ご苦労様でした。 

午後２時２９分閉会 
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 上記議事録は、その内容を正確にして事実に相違なきことを証するため、地方自治

法第１２３条第２項の規定によって署名する。 
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